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がんばれ！ボランティアリーダーの卵たちがんばれ！ボランティアリーダーの卵たち

地域で自主的にボランティア活動の輪を広げていくリーダーになろうと、がんばる子どもた
ちがいます。山鹿市社会福祉協議会が開催している「子どもボランティアリーダー養成講座」
を受講しているみんなです。
これから、学習と実践をとおして自分がやりたいボランティア活動のイメージをふくらませ
ていきます。どんな活動が待っているのでしょう。子どもたちの発想は無限大です。

（12ページに詳細記事）
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平成平成1717年度　施政運営の基本方針年度　施政運営の基本方針

個個個個性性性性とととと工工工工夫夫夫夫にににに満満満満ちちちちたたたた　　　　魅魅魅魅力力力力ああああるるるる新新新新市市市市のののの形形形形成成成成をををを

k
基
本
方
針

国
が
示
す
経
済
動
向
を
見
ま
す
と
、
企
業
収
益
が
大

幅
に
改
善
す
る
な
ど
企
業
部
門
が
引
き
続
き
堅
調
な
中
、

雇
用
環
境
が
持
ち
直
す
動
き
が
見
ら
れ
、
民
間
需
要
中

心
の
回
復
を
続
け
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
平
成
17
年
度
の
地
方
財
政
は
、
地

方
財
政
計
画
の
規
模
の
抑
制
に
努
め
て
も
、
な
お
昨
年

度
に
引
き
続
き
大
幅
な
財
源
不
足
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
、
地
方
債
の
償
還
負
担
の
一
層
の
増
加
や
社
会
保

障
関
連
経
費
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
将
来
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
が

強
く
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ

の
全
体
像
は
示
さ
れ
た
も
の
の
、
税
源
移
譲
等
に
つ
い

て
は
一
部
が
先
送
り
さ
れ
る
な
ど
、
真
に
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
地
方
自
ら
の
責
任
で
自
主
的
・
自
立
的
に

提
供
す
る
た
め
の
改
革
と
は
言
い
難
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
新
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
留
意
し
つ
つ
、
個
性
と

工
夫
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
新
市
の
形
成
、
少
子
・
高
齢

化
社
会
等
、
地
域
の
課
題
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡

素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
、

積
極
的
に
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
歳
出

の
徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
る
抑
制
と
重
点
化
を
進
め
、

歳
入
面
に
お
き
ま
し
て
も
自
主
財
源
の
確
保
策
を
講
じ

る
な
ど
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
財
政
へ
の
転
換
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。

k

施
政
運
営
の
５
つ
の
基
本
方
針

１
「
明
日
を
担
う
人
づ
く
り
・
地
域
を
担
う
人
づ
く
り
」

明
日
を
担
う
人
づ
く
り
と
し
て
、
妊
婦
や
子
育
て
中

の
親
子
が
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、「
あ
っ
た
か
子
育
て
応
援
事
業
」
等
を

中
心
と
し
た
環
境
づ
く
り
と
こ
れ
を
支
え
る
人
材
づ
く

り
を
優
先
課
題
と
し
て
進
め
ま
す
。

特
に
学
校
教
育
で
は
、
山
鹿
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
基

本
に
、「
子
ど
も
が
輝
く
園
・
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
教
育
の
質
の
向
上
と
内
容
充
実
の
た
め
の
事
業
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
補
助
職
員
の
配
置
に
よ
る
不

登
校
児
童
生
徒
の
解
消
や
、
障
害
児
支
援
を
目
的
と
し

た
「
子
ど
も
輝
き
プ
ラ
ン
事
業
」
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
を
担
う
人
づ
く
り
と
し
て
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
育
成
の
母
体
で
あ
る
公
民
館
の
活
用
に
努

め
、
様
々
な
講
座
や
教
室
の
開
催
を
中
心
に
自
主
的
に

学
習
の
機
会
を
選
択
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
整

備
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
啓
発
の
充
実

と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
制
度
の
条
例
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

２
「
地
域
産
業
の
活
性
化
」

農
林
業
振
興
で
は
、
集
落
営
農
を
含
め
た
担
い
手
の

育
成
と
、
農
地
の
利
用
集
積
を
推
進
す
る
体
制
整
備
に

力
を
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
等
に
よ
る

環
境
に
や
さ
し
く
、
食
の
安
全
安
心
を
基
本
に
し
た
農

林
業
の
振
興
施
策
を
促
進
し
ま
す
。

商
工
振
興
で
は
、
各
商
店
街
の
各
種
活
性
化
事
業
を

積
極
的
に
支
援
し
、
旧
４
町
商
工
会
合
併
に
つ
い
て
も

支
援
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

東
部
工
業
団
地
へ
の
新
た
な
企
業
進
出
な
ど
明
る
い
兆

し
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
雇
用
創
出
と
経
済
活
性
化
を
目

指
し
て
努
力
い
た
し
ま
す
。

観
光
振
興
で
は
、
良
質
な
温
泉
（
六
湯
）
や
豊
富
な

観
光
資
源
を
活
用
し
、
観
光
客
の
増
加
を
目
指
し
た
地

域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
農
林
、
商
工
お

よ
び
観
光
の
取
り
組
み
が
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
よ
う

な
事
業
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

３
「
福
祉
・
環
境
等
」

高
齢
化
対
策
で
は
、
新
し
い
山
鹿
市
老
人
保
健
福
祉

計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
基
本
的

な
政
策
目
標
と
し
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
へ

の
福
祉
や
保
健
事
業
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
地

域
間
格
差
を
生
じ
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

市
立
病
院
で
は
、
救
急
病
院
・
災
害
拠
点
病
院
と
し

て
急
性
期
の
患
者
受
け
入
れ
や
震
災
等
に
対
応
で
き
る

施
設
の
早
期
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
電
算
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
徹
底
し
た
業
務
改
善
を
進
め
ま
す
。

環
境
政
策
面
で
は
、
廃
棄
物
対
策
の
推
進
と
水
環
境

の
保
全
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、「
環
境
基
本
条
例
」
を

も
と
に
、
多
様
な
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
の
施
策
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

４
「
新
た
な
山
鹿
の
魅
力
創
造
」

交
通
結
節
機
能
施
設
と
し
て
国
土
交
通
省
の
山
鹿
バ

ス
の
駅
事
業
に
あ
わ
せ
、
観
光
案
内
や
物
産
情
報
機
能

を
持
つ
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
的
市

街
地
の
交
通
環
境
と
生
活
環
境
の
改
善
を
目
指
す
歴
史

的
地
区
環
境
整
備
街
路
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
幹
線
道
路
、
上
下
水
道
、
公
共
施
設
間
の
通

信
基
盤
整
備
、
防
災
対
策
な
ど
新
市
の
社
会
資
本
整
備

水
準
の
向
上
を
目
標
に
、
魅
力
あ
る
地
方
６
万
都
市
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

５
「
自
主
・
自
立
の
自
治
体
運
営
」

合
併
協
議
会
で
策
定
の
「
新
市
建
設
計
画
」
を
包
含

し
、
合
併
後
の
諸
課
題
や
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

新
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
で
あ
る
「
第
１
次
山

鹿
市
総
合
計
画
」
の
策
定
を
本
年
度
末
を
目
標
に
進
め

ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
「
行
政
改
革
大
綱
」
を
定
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
努
め
ま
す
。

地
域
づ
く
り
施
策
に
関
し
て
は
、
住
民
と
の
協
働
に

基
づ
く
個
性
豊
か
な
地
域
の
活
性
化
を
、
基
本
的
視
点

と
し
て
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。
特
に
、
旧
市
町
ご
と

に
住
民
代
表
で
構
成
さ
れ
た
「
地
域
審
議
会
」
の
意
見

を
十
分
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
ま
た
、
具
体
的
事
業
で
は

地
域
づ
く
り
の
実
行
組
織
で
あ
る
地
域
協
働
組
織
に
対

す
る
人
的
・
財
政
的
な
支
援
を
中
心
に
進
め
て
参
り
ま

す
。

市長　中嶋　憲正

一般会計の内訳は
こうなっています

★歳入（入ってくるお金）
国や県から、定められた額の交付を
受けたり、割り当てられた収入（依存
財源）が180億1,654万２千円で、全体
の71.1％を占めています。
主なものは、地方交付税、地方譲与
税、国・県支出金などです。
市税など、市が自主的に収入するこ
とのできる財源（自主財源）は73億
1,645万８千円で、全体の28.9％です。
そのほとんどが市民の皆さんに納めて
いただく市税です。

★歳出（支払うお金）
歳出を性質別に見てみましょう。
人件費、扶助費（生活保護・児童・
高齢者・障害者など福祉に使われる経
費）、公債費（借金の返済）など義務
づけられている経費（義務的経費）は、
127億7,241万３千円で、全体の50.4％
を占めています。
道路や施設建設等に使われる経費

（投資的経費）は、32億6,344万２千円
で、全体の12.9％です。
その他の経費には、物件費（賃金・
旅費・備品購入費など）、補助費等
（各種団体への補助金など）、繰出金
（特別会計への支出）などがあり、全
体の36.7％を占めています。

平成17年度予算が、６月定例市議会で成立しました。
合併後初の一般会計予算は、253億3,300万円です。このほか11特別会計と３企業会

計を合計すると523億7,921万７千円となります。
このページでは、一般会計の歳入・歳出の内訳と市民１人あたりどのように使われ

るかをお知らせします。次のページでは17年度予算の主な事業をお知らせします。
※市長説明（右文）の全文および全部の予算書は、６月定例会議案として情報プラザ
（市役所１階ホール）でご覧いただけます。
お問い合わせは財政課へ。（1４３‐１１１９）

市民１人あたり　市民１人あたり　4242万万 3,7353,735円円 の使いみち
（平成17年３月末現在の人口59,785人で算出）

小･中学校、
生涯学習
など
39,831円

児童・高齢者・障害者・生活保護
など福祉関係費

122,884円
市の借金

65,679円

道路、公園、
橋りょうなど
の整備　　　
48,306円　

農林業、畜産
業など　　　
45,763円　

（29.0％） （15.5％） （10.5％）（11.4％） （10.8％） （9.4％）

消防団、消防設備など　14,407円　3.4％

地域づくり、戸
籍や住民票、選
挙など
44,492円

健康、検診、予防、ごみ処理など　31,356 円　7.4％

議会、予備費　4,237円　1.0％

商工業・観光など　6,780円　1.6％

17年度予算
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☆次世代育成支援対策推進事業 430万円
次代を担う子どもたちが健やかに育つための環境づく
りを目指します。
☆子ども輝きプラン 3,484万9千円
児童生徒の個々を尊重し、生きる力を育む教育を推進
します。
☆語学指導外国青年招致事業 2,272万7千円
ALT（語学指導助手）などによる語学指導を進め、国
際化時代に適合する人材育成を行います。
☆教育ネットワーク事業 194万5千円
市内の小・中学校を高速ネットワークで結び、子ども
たちの情報教育の向上を目指します。
☆国際・地域間交流事業 1,059万2千円
国内外地域との交流を通して、国際的視野や創造性豊
かな人づくりを行います。
☆姉妹都市交流事業 286万2千円
姉妹都市との言葉や文化を越えた相互交流を推進しま
す。本年はオーストラリア・クーマ市の人々を迎えま
す。

☆地域づくり事業 6,239万円
住民主体の地域づくりを目指します。地域づくりの活
動や人材育成を支援します。
☆男女共同参画推進事業 183万3千円
男女ともにそれぞれの個性と能力を発揮できる男女共
同参画社会づくりを目指します。
☆生涯学習教育推進事業 3,162万7千円
各種学習講座を通して、心豊かで生きがいを実感でき
る生涯学習教育を進めます。
☆農業担い手支援事業　　　　　　　　　 355万5千円
地域農業を維持していくため、農業後継者や女性農業
者への支援を行います。
☆スポーツ大会開催事業 908万円
地域住民の健康維持を図るため、各種スポーツ行事を
開催します。
☆全国ボランティアフェスティバル 477万7千円

☆野菜・果樹・花卉き振興事業
1,254万3千円

本市の基幹作物である野菜、果樹、
花き等の安定生産および品質向上
に対する支援を行います。
☆森林整備地域活動支援事業

2,747万円
地域における森林整備を支援し、
農家経営の安定化を目指します。
☆林業振興事業 3,594万9千円
森林の水源涵養、土砂流失防止、
憩いの場創出など地域環境の保全
機能を維持します。
☆特産振興事業 697万9千円
地元農産物の銘柄確立と地産地消の
推進により、安価で安全な農産物を
供給します。
☆食の安全・安心確立対策事業

415万円
消費者に対して食の安全性をアピ
ールする産地づくりや環境保全型
農業を推進します。
☆畜産振興事業 1,690万5千円
優良家畜の生産、ブランド化によ
り農家経営の安定化を目指します。

☆企業誘致対策事業 2,879万9千円
企業情報の収集に努め、積極的に
誘致活動を推進し、雇用機会の確
保を目指します。

☆商工振興対策事業 4,098万6千円
商店街活動の活性化、魅力ある商
店街づくりを支援し、集客力の向
上を目指します。

☆水田営農推進事業　 2,008万2千円
売れる米づくり、水田転換作物の
定着化を図り農家経営の安定化を
目指します。

☆経営改善支援事業 600万円
集落営農等地域農業集団の育成、
消費者が求める安全な農作物の供
給体制を整備し、担い手農家の育
成や集落営農の確立を推進します。

☆誘客宣伝費 2,065万4千円
豊富な観光資源を活用した効果的
なＰＲ活動を展開し、観光客増加
を目指します。本年は、北九州・
山口方面をターゲットに観光戦略　
を展開します。

☆受入態勢充実費 180万2千円
旅行形態の個性化など個々のニー
ズに対応するため、観光情報ホー
ムページの充実を図ります。

☆岳間・矢谷渓谷キャンプ場管理費　
860万2千円

豊かな自然環境・観光資源を活か
した都市との交流を推進します。

☆地産地消推進事業 225万円
地元農産物の銘柄確立と農村との
ふれあい交流事業を行います。

明日を担う人づくり 地域を担う人づくり

地域資源を活かした産業づくり 新しい時代を築く産業づくり 交流と感動ある産業づくり

人人人人、、、、ははははぐぐぐぐくくくくむむむむ ～～～～いいいいききききいいいいききききとととと、、、、ききききららららめめめめいいいいてててて～～～～
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☆生活交通調査事業 200万円
既存路線バスとの連携により、日常生活の利便性向上
や域内交流の活性化を図るための循環バスや相乗りタ
クシーなどの導入に向けての調査を行います。
☆バスの駅地区周辺整備事業 1億4,865万円
国土交通省が実施するバスの駅整備事業と併せてター
ミナル設備を整備します。
☆まちづくり総合支援事業 5,937万円
地域住民の余暇活動の場として市街地東部に拠点公園
を整備し、生活環境の向上を図ります。
☆住宅建設事業 1億6,250万円
一里木団地に若者の定住を目指して住宅を建設します。
☆バイオマス建設事業 6億870万8千円
家畜排泄物、生ごみ、下水汚泥などの再資源化と有効
利用を進め、生活環境、自然環境の保全に努めます。
☆小型合併浄化槽設置整備事業 3,913万7千円
住環境向上と生活雑排水による河川の水質汚濁を予防
するため、小型合併浄化槽設置に対して助成を行いま
す。

☆地域防災計画策定事業 1,200万円
大雨、台風地震などあらゆる災害を想定した防災計画
を策定します。併せて、各世帯向けの防災マップを作
成します。
☆消防施設整備事業 5,490万円
地域住民の安定した暮らしを確保するため、消防施設
の充実を図ります。
☆河川改良事業 3,500万円
水害から市民の生命と財産を守り、良好な河川環境づ
くりを進めます。
☆交通安全施設整備事業　　　　　　　　　 1,200万円
安全な道づくりをスローガンに道路機能の維持、市民
の安全性・利便性を確保するため、交通安全施設の充
実を図ります。

☆下水道事業会計 19億7,495万円
☆農業集落排水事業特別会計 21億6,185万円
☆水道事業会計 6億7,584万円
☆簡易水道事業特別会計　　　　　　 1億4,534万円

☆健康づくり推進事業 318万8千円
住民主体の健康づくりを推進しま
す。山鹿市健康づくり推進協議会
を設立し、各種健康づくり事業に
取り組みます。
☆各種予防対策事業 6,217万8千円
☆老人保健事業 1億5,670万3千円
☆母子保健事業　　　 1,080万5千円
☆介護予防事業　　　　 427万8千円
定期的な介護、認知症予防教育、
転倒骨折予防教室などを実施し、
運動機能の維持、生活習慣病の改
善を図ります。
☆生涯スポーツ推進事業

156万3千円
いつでもどこでも気軽にスポーツ
に親しみ、生涯にわたり人生を健
康で楽しく過ごすための生涯スポ
ーツの振興を図ります。
☆病院事業 30億8,522万9千円
☆国民健康保険事業特別会計

65億8,682万円
☆老人保健事業特別会計

78億4,267万円
☆介護保険事業特別会計

44億9,952万円

☆歴史的地区環境整備街路事業
8,360万5千円

歴史的環境を保全するとともに、
人にやさしい道づくりを行います。
豊前街道南線歩行者広場、日吉町
線交差点改良を行います。
☆環境保全対策事業 924万円
☆リサイクル推進事業　　 250万円
住民自らが取り組む地域環境保
全・創造対策を積極的に支援し、
環境に負荷の少ない自然と調和し
た循環型社会の形成を推進します。
☆古代の森公園整備事業

7,664万9千円
自然環境と古墳群など希少価値の
地域資源を活かし、都市と農村の
交流を図ります。
☆アーカイブス事業 220万円
旧市町の郷土資料や将来にわたり
保存しておくべき重要文書などを
整理し保存に努めます。
☆まちなみ整備事業 1,000万円
中心市街地の文化的建造物の保存、
修景などの整備に対して助成を行
います。

☆総合計画策定事業 297万9千円
新市の将来像「まほろば創生」を
実現するための地域づくりの基本
的な指針となる総合計画を策定し
ます。新市のまちづくりを総合的
かつ効果的に推進することを目的
に、地域の一体性の速やかな確立
と住民福祉の向上など均衡ある発
展を目指します。
☆地域審議会 3,69万円
旧市町の区域を単位に設置し、特
色ある地域施策と地域づくりを目
指し、新市全体として住民福祉の
向上を図ります。
☆地域情報化推進事業 392万9千円
☆行政改革推進事業 39万4千円
簡素で効率的な行政システム構築
を目指します。本年は、山鹿市行
政改革大綱を策定します。
☆市民活動災害補償保険制度

603万円
地域づくりの核となる地域協働組
織の活動、市民団体等のコミュニ
ティ活動を支援します。

快適で便利な暮らしづくり

安心と安全の暮らしづくり

健康な体と身体をくつる
暮らしづくり

歴史・自然と共生する
暮らしづくり

すみずみまで輝く
暮らしづくり

ままままほほほほろろろろばばばば創創創創生生生生 ～～～～今今今今、、、、ははははばばばばたたたたくくくく。。。。 光光光光ああああふふふふれれれれ、、、、人人人人輝輝輝輝くくくく未未未未来来来来へへへへ～～～～
17年度の主な事業を紹介します
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17年度予算
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６月定例議会

■認定第23号　平成16年度城北財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第24号　平成16年度六郷稲田財産区原野組合
特別会計歳入歳出決算の認定について

…認定
■認定第25号　平成16年度菊鹿町奨学資金特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第26号　平成16年度鹿本町一般会計歳入歳出決算

の認定について　　　　　　　　…認定
■認定第27号　平成16年度鹿本町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第28号　平成16年度鹿本町老人保健特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第29号　平成16年度鹿本町農業集落排水特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第30号　平成16年度鹿本町介護保険特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第31号　平成16年度鹿本町稲田財産区特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第32号　平成16年度鹿本町奨学資金特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第33号　平成16年度鹿本町特定環境保全公共下水

道特別会計歳入歳出決算の認定について　　
…認定

■認定第34号　平成16年度鹿本町住宅新築資金等特別会
計歳入歳出決算の認定につい　　…認定

■認定第35号　平成16年度鹿央町一般会計歳入歳出決算
の認定について　　　　　　　　…認定

■認定第36号　平成16年度鹿央町国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第37号　平成16年度鹿央町老人保健特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第38号　平成16年度鹿央町農業集落排水特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第39号　平成16年度鹿央町介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第40号　平成16年度鹿央町住宅新築資金等特別会
計歳入歳出決算の認定について　…認定

■認定第41号　平成16年度鹿央町土地取得特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第42号　平成16年度鹿央町山鹿市中学校組合会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第43号　平成16年度菊池台地総合土地改良事業組
合一般会計歳入歳出決算の認定について

…認定

■認定第44号　平成16年度山鹿市水道事業会計決算の認
定について　　　　　　　　　　…認定

■認定第45号　平成16年度山鹿市病院事業会計決算の認
定について　　　　　　　　　　…認定

■認定第46号　平成16年度山鹿市下水道事業会計決算の
認定について　　　　　　　　　…認定

◆◇ 報告・請願　◇◆
■報告第１号　平成16年度山鹿市一般会計繰越明許費

繰越計算書の報告について　　　…受理
■報告第２号　平成16年度山鹿市農業集落排水事業特別

会計繰越明許費繰越計算書の報告につい
て　　　　　　　　　　　　　　…受理

■報告第３号　山鹿市土地開発公社の経営状況の報告に
ついて　　　　　　　　　　　　…受理

■請願第１号　米国産牛肉の拙速な輸入再開に反対し、
ＢＳＥの万全な対策を求める請願書

…採択

◆◇ 議員提出議案　◇◆
■議員提出議案第８号 市長の専決事項の指定について　

…可決

◆◇ 追加議案　◇◆
■議案第101号 平成17年度山鹿市一般会計補正予算

（第１号） …可決
■議案第102号 助役の選任について　　 …同意（多）
■議案第103号 収入役の選任について …同意
■議案第104号 教育委員会委員の任命について …同意
■議案第105号 監査委員の選任について …同意（多）

◆◇ 意見書　◇◆
■意見書案第１号 米国産牛肉の拙速な輸入再開に反対

し、ＢＳＥの万全な対策を求める意
見書 …可決

■意見書案第２号 地方六団体改革案の早期実現に関す
る意見書 …可決

■意見書案第３号 地方議会制度の充実強化に関する意
見書　　　　 …可決

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（1４３‐１６３４）
および本庁総務課法令文書係へ。（1４３‐１１１７）

◆◇　議　案　◇◆
■議案第78号　山鹿市印鑑の登録及び証明に関する条例

の一部を改正する条例　　　　　…可決
■議案第79号　山鹿市バイオマスセンター条例　…可決
■議案第80号　山鹿市環境基本条例　　　　　　…可決
■議案第81号　平成17年度山鹿市一般会計予算　

…可決（多）
■議案第82号　平成17年度山鹿市国民健康保険事業

特別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第83号　平成17年度山鹿市老人保健事業

特別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第84号　平成17年度山鹿市用地先行取得事業

特別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第85号　平成17年度山鹿市農業集落排水事業

特別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第86号　平成17年度山鹿市介護保険事業

特別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第87号　平成17年度山鹿市・植木町介護認定審査

事業特別会計予算　　　　　　　…可決
■議案第88号　平成17年度山鹿市簡易水道事業

特別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第89号　平成17年度六郷財産区特別会計予算　

…可決
■議案第90号　平成17年度城北財産区特別会計予算　

…可決
■議案第91号　平成17年度稲田財産区特別会計予算　

…可決
■議案第92号　平成17年度稲田六郷財産区特別会計予算　　

…可決
■議案第93号　平成17年度山鹿市水道事業会計予算　

…可決
■議案第94号　平成17年度山鹿市病院事業会計予算　

…可決
■議案第95号　平成17年度山鹿市下水道事業会計予算

…可決
■議案第96号　市道路線の認定について　　　　…可決
■議案第97号　市道路線の認定について　　　　…可決
■議案第98号　固定資産評価員の選任について　…同意
■議案第99号　人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについて　　　　　　　　　…同意
■議案第100号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについて　　　　　　　　　…同意
◆◇　認　定　◇◆

■認定第１号　平成16年度山鹿市一般会計歳入歳出決算
の認定について　　　　　　　　…認定

■認定第２号　平成16年度山鹿市国民健康保険事業特別
会計歳入歳出決算の認定について…認定

■認定第３号　平成16年度山鹿市老人保健事業特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第４号　平成16年度山鹿市用地先行取得事業特別
会計歳入歳出決算の認定について…認定

■認定第５号　平成16年度山鹿市農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算の認定について…認定

■認定第６号　平成16年度山鹿市介護保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第７号　平成16年度鹿本郡市介護認定審査事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

…認定
■認定第８号　平成16年度鹿北町一般会計歳入歳出決算

の認定について　　　　　　　　…認定
■認定第９号　平成16年度鹿北町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第10号　平成16年度鹿北町老人保健特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第11号　平成16年度鹿北町農業集落排水特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第12号　平成16年度鹿北町介護保険特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第13号　平成16年度鹿北町簡易水道特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第14号　平成16年度鹿北町宅地開発事業特別会計

歳入歳出決算の認定について　　…認定
■認定第15号　平成16年度鹿北町健康温泉館「ゆ～かむ」

特別会計歳入歳出決算の認定について
…認定

■認定第16号　平成16年度菊鹿町一般会計歳入歳出決算
の認定について　　　　　　　　…認定

■認定第17号　平成16年度菊鹿町国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第18号　平成16年度菊鹿町老人保健特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第19号　平成16年度菊鹿町農業集落排水特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第20号　平成16年度菊鹿町介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第21号　平成16年度菊鹿町簡易水道特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第22号　平成16年度六郷財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

市市市市 議議議議 会会会会 ６６６６ 月月月月 定定定定 例例例例 会会会会
平成17年（第４回）市議会６月定例会は、６月６日に開会し、６月24日までの19日間の日程で開かれました。
今議会では条例や予算など議案23件（条例３件、予算15件、その他５件）、認定46件、報告３件、請願１件と議員
提出議案１件を審議。
さらに議案５件と意見書案３件が追加上程され審議されました。その結果は次のとおりです。
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k場　所
qカルチャースポーツセンター
…無料送迎バスあり
15日uＪＲ山鹿バス停まで
16日uスーパーミカエルまで

w市民スポーツセンター
…無料送迎バスあり
15日u道の公園まで　16日uＪＲ山鹿バス停まで

e回生病院
…無料送迎バスあり
15・16両日u大宮神社登り口まで

r山鹿中学校
t健康福祉センター
y米田小学校（15日のみ）
u鹿本スポーツプラザ跡（15日のみ）
※無料送迎バスは、駐車場を利用しない人でも乗車で
きます。お気軽にご利用ください。
※祭り当日は湯の端公園内に総合案内所を設けます。
※祭りのパンフレットを総合案内所と各町の奉納灯
籠展示場に準備しますので、ご利用ください。

k環境整備協力金にご協力を
昨年、駐車場ご利用の際に、祭りの安全確保・受け　
入れ態勢充実などのため負担いただいた環境整備協力
金。おかげさまで、警備員、送迎バス・仮設トイレな
どを充実することができました。
今年も引き続き、安全で快適な祭り運営のため、ご
協力をお願いします。
軽・普通車u５００円／台
マイクロバスu１，５００円／台
中・大型バスu３，０００円／台

有有 料料 臨臨 時時 駐駐 車車 場場

k今年も千人灯籠踊りは２部制です
１部ごとに観客の入れ替えをして、多くの人に観覧
してもらえるよう２部制にします。

千千 人人 灯灯 籠籠 踊踊 りり

今年も、８月15日・16日の２日間「山鹿灯籠
まつり」が開催されます。
このページでは、広報紙と同時に配布してい
るパンフレットとあわせ、まつりを楽しんで
いただくための情報をお知らせします。

15・16日の両日は、夕方５時から市内中心部が車両進入
禁止になります。混雑が予想されますので、標識に従って
安全運転をお願いします。

k規制時間
午後５時～午前１時（16日は午前２時まで）
※ただし、おまつり広場については午後６時から。
解除時間については、早まることがあります。

kおもな規制区間
国道325号
…山鹿ボウル～熊本ファミリー銀行まで（おまつり広場）
豊前街道沿い
…菊池川河畔～徳永循環器科医院まで
菊池川沿い両岸道路
…15日のみ。花火大会のため山鹿大橋から大堰橋まで
の区間が進入禁止になります。
両岸u午前９時～午後11時

大宮神社付近
…15日u大宮参道のみ車両進入禁止
16日u大宮参道、山鹿小学校周辺が車両進入禁止

交　通　規　制交　通　規　制

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

上市町

栗　林

大宮町

西上町

上　町

明治町

松坂町

日吉町

原　町

桜　町

栄　町

南本町

東通町

堀明町

下　町

千代の園

九日町

泉　町

中　町

温泉通り

ﾌﾟﾗｻﾞﾌｧｲﾌﾞ

上広町

花見坂

大宮通り

青年会議所

人形灯籠

穴八幡神社／東京

根津神社／東京

八坂神社楼門／京都

青島神社／宮崎

金灯籠

座敷造り

座敷造り

西寒多神社／大分

田村神社／香川

春日大社楼門／奈良

座敷造り

千栗八幡宮／佐賀

白山比 神社／石川

香椎宮／福岡

速谷神社／広島

近江神宮楼門／滋賀

湊川神社／兵庫

金閣寺／京都

吉野水分神社／奈良

首里城／沖縄

貫前神社／群馬

素盞鳴神社／広島

古式台灯

矢つぼ・鳥かご・金灯籠

順番　 町　名　　　 奉納灯籠／所在地　　　製作者名

中島信孝

中島　清

徳永正弘

中島光代

牛嶋冨士子

中島　清

今村時子

徳永正弘

徳永正弘

中島　清

村上勝徳

村上勝徳

徳永正弘

中島　清

徳永正弘

中島　清

中島　清

徳永正弘

中島　清

徳永正弘

中島　清

徳永正弘

徳永正弘

中島　清

中島　清

上がり灯籠の順番と上がり灯籠の順番と
奉納される灯籠奉納される灯籠

【第１部】
18：00 特別観覧席開場
18：45 ふれ太鼓
19：00 少女灯籠踊り
19：15 子ども灯籠みこし
19：30 太鼓演奏
19：45 千人灯籠踊り～灯籠踊り保存会組踊り
20：10 第１部終了

【第２部】
20：50 特別観覧席開場
21：20 ふれ太鼓
21：35 景行天皇たいまつ行列入場
21：45 千人灯籠踊り～灯籠踊り保存会組踊り
22：11 太鼓演奏
22：41 第２部終了

千人灯籠踊りと同時刻に、おまつり広場でも灯籠踊りの
披露があります。千人とまではいきませんが、踊りを間
近で観覧できるおすすめのスポットです。

千人灯籠踊りタイムテーブル

雨天時の対応について

踊り手が頭にのせる金灯籠は和紙でできています。
また、灯籠師が一つひとつ丹誠込めて作り上げた非常
に繊細なものであるため、湿気に弱く水にぬれると壊
れてしまいます。
そのため、雨天の際にはやむを得ず踊りを中止させ
ていただく場合があります。ご了承ください。

…観光振興課　1４３‐１５７９問合せ

◆スタンプラリー山鹿灯籠29か所巡り
15日・16日両日　市内
◆奉納灯籠踊り
午後６時半～６時50分　大宮神社
◆灯籠踊り
午後６時半～11時25分　おまつり広場
◆納涼花火大会
午後８時～９時　菊池川河畔

◆灯籠踊り
午後６時半～午前零時　おまつり広場
◆千人灯籠踊り
第１部：午後６時45分～　第２部：午後９時20分～
山鹿小学校グラウンド
◆景行天皇奉迎儀式
午後８時20分～55分　菊池川河畔
◆たいまつ行列
午後８時55分～　市内巡回
◆上がり灯籠
17日午前零時～２時30分　大宮神社

15日

今年の灯籠まつり

千人灯籠踊り千人灯籠踊り
特別観覧席チケット特別観覧席チケット
最終販売！最終販売！
これが最後のチャンス。
お見逃しなく！
販売開始u８月１日B 午前10時から
申込電話番号u４３‐０１０６

（特別観覧席販売事務局）
…山鹿温泉観光協会

1４３‐２９５２
問合せ
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※スポーツや文化などの競技で、輝かしい成績を
残した人たちを紹介します

おお　　めめ　　でで　　とと　　うう　　編編
栄栄 冠冠 はは 君君 たた ちち にに 輝輝くく！！

催しスケジュール

８月６日G

あんずの丘野外ステージ

合同慰霊祭
爆竹と同時に１分間の黙とうをお願いします。
日時u８月13日G 午前10時から
場所u鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

２階大会議室

サマーナイトフェスティバル

８
月
12
日
F
〜
14
日
A

来
民
商
店
街
一
円

○キャラクターショー　18:00～
○灯籠踊り（鹿本農高）18:40～
津軽三味線
来民うちわ抽選会
○キャラクターショー　19:40～
（サイン会あり）
○校区別対抗
市民大綱引き大会　　20:30～
○綱引き大会表彰式　　21:30～
○饅頭投げ　　　　　　21:45～

○アマチュアバンドライブ　
17:00～

○幼稚園児の　　　　　　18:00～
「ソーラン鹿本」踊り
南京玉すだれ
○スチールドラム演奏　　19:00～
○総踊り　　　　　　　　19:50～
来民うちわ抽選会
○森都劇団「芝居・歌謡ショー」

21:00～
○七夕飾り表彰式・饅頭投げ　

22:00～

13日 14日

場所：肥後銀行来民支店駐車場

13日の催し
●だしみこし　来民商店街　17:00～
●カラオケ大会
原部・坂東駐車場（三叉路）19:30～

14日の催し
●音頭大会　来民商店街　19:20～

13日・14日の催し
●子どもたちのお化け屋敷
鹿本町商工会２階および駐車場　17:00～

鹿本の夏祭りといえばこれ！
今年も各種奉納行事のほかさまざまな催しが

みなさんを待っています。

まちおこしグループ「菊鹿さきもり隊」が放つ
菊鹿の夏の祭典。
今年は「あずさ２号」でおなじみ、狩人がやってくる！
花火大会もあるよ！

13：30～
15：50～
15：52～

16：40～
17：10～
17：30～
17：45～
18：25～
18：35～
19：00～
19：05～
19：15～
19：35～
21：00～
21：10

７月3日、大阪府で開催された「全日本学生剣道
選手権大会（個人試合）」で鹿本中学校出身の芹川
勝也さん（鹿屋体大４年）が激戦を勝ち抜き、みご
と学生日本一の栄光を手にしました。
芹川さんは、10月に開かれる国体剣道青年の部で

も県代表として出場予定です。今後のさらなる活躍
を期待します。

おめでとう剣道日本一！
芹川勝也さんが全日本学生剣道選手権大会で優勝

鹿本高校の百人一首競技かるた部から８人が「全国高等学校小
倉百人一首かるた選手権大会」に、陸上競技部と柔道部から10人
（陸上９人・柔道１人）が「全国高校総合体育大会」にそれぞれ
出場が決まりました。健闘を祈ります！

がんばれ！鹿本高校生
鹿本高校３部（百人一首・陸上・柔道）全国大会へ　

６月19日、菊池市で「全日本バレーボール小学生大会県大会」
が開催され、菊鹿男子ジュニアバレーボールクラブが優勝し、み
ごと全国大会（７月28日）への切符を手に入れました。

県大会優勝おめでとう！全国大会もがんばって
菊鹿男子ジュニアバレーボールクラブ

全日本バレーボール小学生大会全国大会へ

よろしくおねがいします！　よろしくおねがいします！　
初代助役・収入役就任初代助役・収入役就任

永田 忠晴
67歳

（山鹿市津留）

杉焼 義文
56歳

（鹿央町千田）

市
議
会
６
月
定
例
会
に
て
、
市
の
初
代
助
役
と

収
入
役
、
お
よ
び
教
育
委
員
、
監
査
委
員
の
人
事

案
件
を
上
程
し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
決
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

助
役
に
17
年
１
月
ま
で
旧
鹿
央
町
長
を
務
め
た

杉
焼
義
文
氏
が
、
収
入
役
に
11
年
３
月
ま
で
旧
山

鹿
市
総
務
部
長
を
務
め
た
永
田
忠
晴
氏
が
就
任
し

ま
し
た
。

ま
た
、
市
教
育
委
員
に
木
村
ゆ
み
子
氏
（
菊
鹿

町
木
野
）
が
、
市
監
査
委
員
に
今
井
治
氏
（
山
鹿

市
山
鹿
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

助
　
役

収
入
役

◆玉入れ大会　……………………
◆オープニング　…………………
◆ウルトラマン・マックス　……
キャラクターショー

◆牛乳早飲み競争　………………
◆エアロビクス　…………………
◆ジュニア和太鼓　………………
◆園児お遊戯　……………………
◆健康ダンス　……………………
◆ゆかた踊り・町民総踊り　……
◆主催者あいさつ　………………
◆卑弥呼の舞・防人太鼓　………
◆菊鹿出身・矢谷侑子歌謡ショー
◆狩人コンサート（無料） ……
◆花火大会　………………………
◆終了　……………………………
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このまちの

あんなこと

こんなこと満載！

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

目指せ！地域の子どもボランティアリーダー
…子どもボランティアリーダー養成講座開校式　

６月18日　山鹿健康福祉センター

▲灯籠踊りを披露する保存会のみなさん

ボランティアで灯籠踊りを披露
…灯籠踊り保存会が施設訪問

６月18・25日　特別養護老人ホームあやすぎ荘・矢筈荘

▲相手コートに投げ入れたボールの数を競う風船バレー。
ネット際で色とりどりの風船が飛び交いました

スポーツで健康増進と交流を！
…輝き大会玉名・鹿本ブロック大会

6月25日　総合体育館

決意を胸に　モザンビークへ
…青年海外協力隊員が表敬訪問

７月４日　市役所

▲中嶋市長とがっちり握手を交わす西田さん。
がんばってきてくださいね！

ニジマス釣りに挑戦したよ
…内田小、矢谷・山内両分校の児童がます釣り体験

6月24日　矢谷渓谷

キャンプシーズンの安全を願って
…矢谷渓谷キャンプ場開き

7月1日　矢谷渓谷キャンプ場

７月8・11・12・20・21日と各地区を巡り、地域づくり研
修会が開催されました。
このうち、８日の研修会には約70人が参加。講師の前田芳

男氏（トトハウス代表取締役）の話に真剣に耳を傾け、「地
域づくりとは」という素朴な疑問から、「行政に何を望むか」
「市民と行政の協働」など地域づくりの手法を学びました。
「住民と行政との要求と提供が伴わなければ地域づくりは

できない」ということを深く考えさせられた研修会でした。

これからの地域づくりを考えてみませんか？
…山鹿市地域づくり研修会　

7月8日　山鹿健康福祉センター

▲真剣な表情で聞き入る参加者

この大会は、「生き生きふれあい、輝くみらい」をスロー
ガンに、知的障害者がスポーツを通して心身の発達と健康
の維持増進を図る目的で開催され、参加者とボランティア
スタッフなど約890人が参加しました。
開会で、県知的障害者施設協会の栗�英雄会長が「一緒

によろこびを分かち合い、ともに感動を味わいましょう」
とあいさつ。競技はボールリレーや菓子釣り競争、風船バ
レー、パン食い競争など６種目が行われ、参加者は趣向を
凝らした競技の数々を楽しんでいました。

九州森林管理局、菊鹿商工会、県、市議会、
市などから関係者約30人が参加して矢谷渓谷キ
ャンプ場のキャンプ場開きがありました。
神事でシーズン中の安全を祈願したあと、矢

谷渓谷を流れる内田川にヤマメ2,000匹が放流
されました。
このキャンプ場は、広さ８ヘクタール、固定

テントやバンガロー、ロッジを備えています。
もちろん、テントの持ち込みも可能で約600人
を収容。その規模は九州最大級です。

子どもたちに地域福祉やボランティア活動への理解を高めて
もらい、自主的にボランティア活動を広げていくリーダーを養
成する「子どもボランティアリーダー養成講座」の開校式があ
りました。山鹿市社会福祉協議会主催。
この日は、市内の小学６年生48人が参加。受講スケジュール

の説明を受けたあと、各地区ごとに自己紹介をしました。
その後、「ボランティアってなぁに？・僕に、私にできるこ

と」と題した講座があり、ボランティアの語源や活動する際の
約束事、心構え、実践例などについて学びました。今後、受講
生たちは５回に渡り学習や体験を重ねていきます。

お年寄りに灯籠踊りを楽しんでもらおうと灯籠踊り保存会が
毎年実施しているもので、６月18日にあやすぎ荘（鹿北）、25日
に矢筈荘（菊鹿）を訪れました。今年は合併に伴い初めて旧山
鹿市以外への施設訪問となりました。
「よへほ節」や「山鹿灯籠盆踊り」などが披露されたあと交

流会があり、保存会から入所者１人ひとりに手作りの写真フレ
ームをプレゼント。灯籠娘との記念写真撮影もありました。

菊鹿にある内田小学校本校
と矢谷・山内両分校の１・２
年生17人が、矢谷渓谷にある
「おどし山荘」で生活科の体
験学習の一環としてニジマス
釣り体験をしました。
この体験学習は、おどし山

荘が開業時に「地域の豊かな
自然に触れてほしい」との願
いから児童らを招待し、ニジ
マス料理などを振る舞ったこ
とがきっかけで20年以上交流が続いています。
児童たちは、釣り堀でニジマス釣りに挑戦したあと、

矢谷渓谷で川と陸の生き物を観察しました。昼食にはニ
ジマスの塩焼きや山菜料理、おにぎりなどが振る舞われ、
自分たちの釣り上げたニジマスをおいしそうに食べてい
ました。

おめでとうございます！おめでとうございます！
叙勲・褒章受章者紹介叙勲・褒章受章者紹介

故　福田啓輔 さん

来民（鹿本町）

教職員として常に児童生徒を中
心に据え、「やる気」を重んじ
る人材育成に取り組んできた姿
勢が認められ受章されました。

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

▲講師からの問いかけにも積極的に手が上がります

▲

ヤ
マ
メ
を
放
流
す
る
関
係
者

▲

▲小骨なんて気に
しない！
おいしいので
まるかじり

世界の開発途上地
域のために、自分の
能力・経験を活かし
人づくり・国づくり
を支援する青年海外
協力隊。
今回、山鹿市津留
出身の西田有希さん
が歯科衛生士として
アフリカのモザンビ
ークに派遣されるこ
とになり、市長を表
敬訪問しました。派
遣期間は２年間。
西田さんは「困難な
事があるかもしれま
せんが、がんばりた
いです」と抱負を語
りました。

これからの地域づくりは自分た
ちの手でと語る前田芳男氏
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広域消防本部

新着図書ピックアップ

《今月は菊鹿公民館図書室から》

花
火
は
楽
し
く

安
全
に
！

よ
く
聞
く
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」

実
際
に
知
っ
て
ま
す
か
？

夏
に
な
り
花
火
を
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

必
ず
次
の
事
に
注
意
し
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
花
火
に
は
注
意
事
項
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

遊
び
方
を
良
く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
安
全
な
場
所
を
選
び
、

人
や
家
に
向
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
風
の
強
い
日
や
乾
燥
し
た
日
に
は
花
火
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
花
火
を
す
る
と
き

は
、
必
ず
水
を
用

意
し
て
行
い
ま
し

ょ
う
。（
水
バ
ケ
ツ

な
ど
）

◎
子
ど
も
だ
け
で
遊

ば
ず
、
必
ず
大
人

と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。
大
人
が
積
極
的

に
参
加
し
、
花
火
の
遊
び
方
・
後
始
末
の
仕

方
を
指
導
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◎
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ
け
た
り
、

振
り
回
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
正
し
い
方
法
で
点
火
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
火
を
つ
け
る
時
は
、
筒
先
に
顔
や
手
を
出
さ

な
い
よ
う
に
し
、
途
中
で
火
が
消
え
た
時
も

筒
先
を
の
ぞ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

火
遊
び
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

迷
惑
を
か
け
ず
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

火
の
後
始
末
も
忘
れ
ず
に
！

山
鹿
消
防
署
　
1
43
‐
１
１
９
１

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
46
‐
２
３
８
２

催しスケジュール
鹿本図書館
・おはなし会
日時u8月6日G・13日G・20日G

27日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u8月2日C・9日C・16日C

23日C・30日c 午前11時から
u8月19日F 午前10時から

山鹿中央公民館図書室
・おはなし会
日時u8月24日D 午後２時30分から

今月の休館日
鹿本図書館
u8月1日B・8日B・15日B

22日B・29日b・31日d

山鹿中央公民館図書室
u8月29日B

鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜
菊鹿町公民館図書室
u年末年始のみ
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜

大人気の「おれたちともだち」シリーズの１冊です。返却と同時にすぐ
に貸出される、子ども達にも読み聞かせの方々にも人気の絵本です。

かいじゅうたちのいるところ
モーリス・センダック／作　じんぐうてるお／訳　富山房

子ども達が大好きな絵本の一つです。子どもの心理を表現した構成にな
っている驚きの一冊で、大人が絵本を選ぶ感覚と子どもが好きな絵本の
感覚の違いを気づかされます。

ともだちひきとりや　　　　　 内田麟太郎／作　偕成社

絵本のすばらしさをひろげてくれる大人気作家ジョン・バーニンガム作
の一冊です。ふなあそびにでかけたガンピーさんが、たくさんの動物た
ちとお友達になって一緒にふなのりを楽しみます。どんなふなあそびに
なるのでしょう？

ガンピーさんのふなあそび
ジョン・バーニンガム／作　みつよしなつや／訳　ほるぷ出版

戦争が大好きな将軍は、原子をつめこんだ爆弾で、世界を吹き飛ばして
しまおうと考えた。しかし、平和を愛するアトモたち原子は夜中にこっ
そり爆弾から逃げ出してしまいます。戦争と平和についてのウィットに
あふれるお話です。

爆弾と将軍
ウンベルト・エーコ／作　海都洋子／訳　阪急コミュニケーションズ

読み聞かせを学ぶ寺子屋読み聞かせを学ぶ寺子屋

「「おはなし講座おはなし講座」」

今回、初めて読み聞かせの実践演習を体験した平野さんは「緊
張しました。でも肉声で話すっていいですね。近所の子どもたち
に聞かせてあげたいです」とのこと。頼もしいですね！
このおはなし講座、現在は第２期目なのですが、１期目のおは

なし講座を受講した39人のうち22人は「おはなし会」の読み聞か
せボランティアとして登録し、すでに実践されています。すごい
ですね。

初めて参加した講習会ですが、さすがに先生の読み聞かせにな
ると心がほんわか眠くなる感じを覚えました。先生にそのことを
話したところ、「それでいいんですよ。赤ちゃんがそうでしょ」と
いうことでした。すばらしい読み聞かせには脳や心まで届く作用
があるんですね。この講習会では読み聞かせの方法ばかりでなく、
絵本の楽しさまでも体験できるものでした。

▲

この講座では、長年親子読書運動や文庫活動に携わる志岐有子
さんを講師に招き、実践を交えながら読み聞かせの仕方や絵本の
歴史、読み聞かせに適した本の選び方などを学んでいきます。
志岐先生に読み聞かせのポイントを聞いてみました。
・絵本を読む前には、絵をよく見ること
・何度も自分で読んでみて、物語を理解すること
・どの方向からでも見えるように本は真っ直ぐ持つこと
・子どもばかりでなく、読む自分も一緒に楽しむこと
慣れてくると、読んでいるときに子どもがお話の中に入り込ん

だ瞬間がわかるようになるそうです。▲メモをとりながら真剣に

ゆ
っ
く
り
・
丁
寧
に
・
わ

か
り
や
す
く

講師の志岐有子先生。
言葉に不思議な力が感
じられます

▲

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、「
特

定
商
取
引
法
」
で
指
定
さ
れ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
権
利

に
つ
い
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
記
載
の
あ
る
契
約
書

面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
（
マ
ル
チ
商
法
お
よ

び
内
職
・
モ
ニ
タ
ー
商
法
で
は
20
日
以
内
）
で
あ
れ
ば
無

条
件
で
契
約
解
除
や
申
込
の
撤
回
が
で
き
る
制
度
で
す
。

路
上
で
呼
び
止
め
ら
れ
て
店
へ
連
れ
て
行
か
れ
た
場
合

や
、
目
的
を
告
げ
ら
れ
ず
に
電
話
な
ど
で
店
舗
等
へ
呼
び

出
さ
れ
た
場
合
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法
】

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
証
拠
が
残
る
よ
う
に
必
ず
書
面

で
出
す
（
内
容
証
明
郵
便
な
ら
ば
確
実
）

・
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
必
ず
ハ
ガ
キ
の
両
面
を
コ
ピ
ー

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
た
場
合
は
、
書
面
は
販
売
店
と

信
販
会
社
の
両
方
へ
出
す
　

…
商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

消費生活出前講座
近年山鹿市でも架空請求や訪問販売
での相談事例が増加しています。
そこで、知識の習得により被害を未
然に防ぐため、下記のとおり講師の派
遣を行っています。
内容u架空請求・悪徳商法等
対象者u町内会、老人会、婦人会、

ご近所や友人
期日u原則として平日の昼間

申込希望日10日前までにご連絡
ください（要相談）

場所u申込者にてご用意ください
（公民館や自宅でもOK）

…商工振興課　　　　　　　
1４３‐１４１３

申込・問合せ

鹿本図書館の「おはなし会」で読み聞かせをするボランティ
アグループのみなさんは、どうやってその技術を学んだのでし
ょう。実は鹿本図書館でそのお手伝いをしているのです！
今月は、読み聞かせに興味がある方を対象に、そのいろはを
学ぶ「おはなし講座」をご紹介します。

輸血用の血液が不足するおそれがあります

献献献献血血血血ににににごごごご協協協協力力力力をををを！！！！

医療の現場に欠かすことのできない血液製
剤。それらは、皆さんの「献血」によって支
えられています。しかし、変異型クロイツフ
ェルト・ヤコブ病の感染予防を目的とし、当
分の間、1980年から1996年の間に英国滞在歴
がある方の献血が制限されることとなりまし
た。そのため、医療に必要な血液の不足が予
想されます。
私たちの体を流れる血液は、人間の生命を
維持するためにさまざまな役割を担う大切な
ものです。しかし、現在の科学では、血液を
人工的につくることはできません。また、血
液は生きた細胞で、長期にわたる保存はでき
ません。
このため、血液製剤が必要な患者さんに、
いつでも必要なだけ血液製剤を提供するため
には、「献血」が不可欠なのです。
献血は、18歳以上（200ml献血は16歳以上）
の健康な方ならば、どなたでも簡単に協力で
きるボランティア活動です。現在、献血者の
約６割は16歳～39歳で、若い世代が中心とな
り、血液の需要を支えています。
あなたの献血により、事故や病気で輸血が
必要な人の生命を救うことができます。ぜひ、
献血にご協力ください。

※今月のファイヤーマンはお休みします。
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子育て支援センターとつどいの広場は、主とし
て就学前の親子が自由に遊び、交流できる場です。
開設時間内ならいつでも利用できます。
近くの広場に遊びに来てみませんか？

それぞれの広場では、相談も受け付けています。

月曜～金曜　午前９時～午後５時

電話でも気軽にどうぞ。
秘密は守ります。

山鹿子育て支援センター

鹿北子育て支援センター

菊鹿子育て支援センター

鹿本子育て支援センター

鹿央子育て支援センター

つどいの

広場

ぽかぽか

おさか童夢

43‐1270

32‐3194

48‐3111

46‐2635

36‐2150

43‐0050

43‐1155

広　場　名 電話番号

遊遊遊遊びびびびににににききききててててみみみみまままませせせせんんんんかかかか？？？？
子育て支援センターとつどいの広場

鹿北子育て支援センターは、広見保育園内にあります。広い園
庭で遊んだり飼育動物を見たりできます。また、園児たちとの交
流では、子どもたちからお茶でもてなしを受けることも…！ここ
では、仕事を持つお母さんに代わって、孫育て中のおばあちゃん
の参加が多く、時には育児のアドバイスをもらうこともあります。
「お母さんたちや子どもたちと一緒に過ごすと、気持ちも若返

る」とは、センターを訪れるおばあちゃんの弁。世代に関係なく、
楽しく育児ができる環境を作っていけたらいいなぁと思います。
一度遊びに来ませんか？

子どもたちの健やかな成長を願って
鹿北子育て支援センター

子育てをしていく上で「こんな時はどうすれ
ばいいの」と不安に思うとき、利用できる行政
サービスはもちろん、子育てにかかわる多くの
情報を掲載したいと考えています。

「こんな情報を載せてもらうと便利だな」「こん
なことが知りたいな」と思うことを、 各地域
の子育て支援センターまでどんどんお寄せくだ
さい！

IIII nnnn ffff oooo rrrrmmmmaaaa tttt iiii oooo nnnn

ごごごご利利利利用用用用案案案案内内内内

今月の主役

子育て情報
ガ イ ドガ イ ド

ブックを作ります
あなたの声を聞かせてくださいあなたの声を聞かせてください

子育ては、大変だけど大事なこと。
あなたの子育て応援します！

６月３日に開催した親子ビクス。講師の黒木千代子先生のパワ
フルな動きに引き込まれて、親子でいい汗を流しました。心も体
もリフレッシュしたみなさんの笑顔は素敵でした！

お
母
さ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
み
ん

な
で
子
育
て

▲親子でいい汗かきました！

▲

本
園
は
、
菊
池
川
沿
い
に
あ
り
、
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
、
裏
の
堤
防
は
四
季
折
々
の

よ
き
遊
び
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

米
田
保
育
園
の
目
指
す
子
ど
も
像
は
、「
し

な
や
か
な
心
と
体
を
も
ち
、
生
き
生
き
と
遊

ぶ
子
ど
も
」
で
す
。
や
わ
ら
か
く
し
な
っ
て

も
、
ま
た
元
の
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
竹

の
ご
と
く
、
し
な
や
か
な
心
と
体
を
も
つ
子

ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
で

す
。い

ろ
ん
な
体
験
や
経
験
が
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
、
そ
の
中
心
的
な
も
の
が
、
広
い
畑

で
の
菜
園
活
動
や
独
居
老
人
訪
問
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
植
え
た
野
菜
に

毎
日
朝
夕
せ
っ
せ
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
水
や

り
、
草
取
り
、
そ
の
間
に
は
畑
の
土
で
泥
だ

ん
ご
作
り
と
精
出
し
、
暑
さ
も
苦
に
せ
ず
畑

に
ま
み
れ
て
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
野
菜
は
、
も
ち
ろ
ん
給
食
に
入

れ
て
も
ら
い
「
私
の
ピ
ー
マ
ン
お
い
し
い
！
」

と
満
足
気
な
顔
。

菜
園
活
動
を
通
し
、
地
域
の
た
く
さ
ん
の

方
々
の
力
を
お
借
り
し
て
つ
な
が
り
、
子
ど

も
た
ち
も
地
域
に
見
守
ら
れ
、
す
く
す
く
と

育
っ
て
い
ま
す
。

本
園
は
、
山
鹿
地
区
の
中
心
地
市
役
所
、

八
千
代
座
か
ら
徒
歩
４
〜
５
分
の
住
宅
地
の

中
に
あ
り
ま
す
。
定
員
60
名
で
職
員
全
員
が

全
て
の
子
ど
も
達
を
把
握
し
て
、
家
庭
的
な

雰
囲
気
の
中
で
保
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
保
育
目
標
】

子
ど
も
の
精
神
安
定
を
図
る
こ
と
を
主
目

標
と
し
て
、
基
本
的
生
活
習
慣
お
よ
び
社
会

性
を
身
に
つ
け
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
情

緒
の
安
定
し
た
お
お
ら
か
な
子
ど
も
に
育
て

る
。

【
本
園
の
望
ま
し
い
子
ど
も
像
】

・
元
気
な
子
ど
も
（
遊
び
込
む
こ
と
が
で
き

る
）

・
優
し
い
子
ど
も
（
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
）

・
決
ま
り
を
守
る
子
ど
も
（
集
団
の
中
で
の

ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
）

・
考
え
る
子
ど
も
（
場
面
場
面
に
応
じ
て
自

分
で
考
え
行
動
が
で
き
る
）

・
話
し
を
聞
く
子
ど
も
（
相
手
を
よ
く
見
て

終
わ
り
ま
で
聞
く
）

【
そ
の
他
】

毎
週
親
子
図
書
と
し
て
絵
本
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
個

人
ご
と
に
手
作
り
ア
ル
バ
ム
を
作
製
し
て
い

ま
す
。

本
園
は
、
鹿
本
地
区
の
中
心
に
位
置
し

「
心
身
共
に
明
る
く
た
く
ま
し
い
子
ど
も

の
育
成
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
実
践
事
例
を
、
三
つ
ほ
ど
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

一
、「
マ
ネ
マ
ネ
大
作
戦
」

５
歳
児
は
「
年
中
、
年
少
組
さ
ん
が
自

分
た
ち
が
す
る
こ
と
を
真
似
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。」
と
自
ら
の
挨
拶
、
ス
リ
ッ
パ
並

べ
、
草
取
り
、
片
付
け
等
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

二
、
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
と

の
連
携

鹿
本
農
業
高
校
の
協
力
を
得
て
、
ゴ
ー

ヤ
を
栽
培
し
な
が
ら
、
食
育
や
命
が
植
物

に
も
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

三
、
虫
と
遊
ぼ
う

四
季
折
々
、
園
庭
に
は
た
く
さ
ん
の
昆

虫
が
い
ま
す
。
例
え
ば
、
青
虫
が
サ
ナ
ギ

に
な
り
羽
化
す
る
様
子
を
、
お
友
だ
ち
と

一
緒
に
観
察
し
な
が
ら
、
小
さ
な
虫
に
も

命
が
あ
る
こ
と
を
体
験
に
よ
り
、
感
動
し

な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

自
然
豊
か
な
環
境

の
中
で
、「
体
験

を
通
し
て
、
自
分

で
考
え
行
動
す
る

力
を
身
に
つ
け
る

保
育
」
を
実
践
し

て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

▲畑仕事も楽しいよ！野菜と一緒に心も体
も大きく育っています。

山鹿中央保育園
山鹿市山鹿・私立　144‐3653

米田保育園
山鹿市南島・公立　143‐1159

鹿本幼稚園
鹿本町御宇田・公立　146‐2345

すてきな仲間！よねだっ子

豊かな心を育むために

▲このきゅうりぼく
の手とどっちが長い
かな！

家庭的な雰囲気の中で

▲みんなでお餅つき！楽しいな～！
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さ
く
ら
湯
の
整
備
に
つ
い
て

匿
名
希
望

最
近
、
山
鹿
市
に
も
多
数
の
温
泉
浴

場
が
で
き
ま
し
た
が
、
さ
く
ら
湯
は
、

一
番
古
く
、
泉
質
も
最
高
、
足
の
関
節

痛
や
腰
痛
に
も
効
果
が
あ
る
と
云
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
私
共
が
他
県
へ
温
泉
旅

行
い
た
し
ま
し
て
も
第
一
声
は
、
や
っ

ぱ
り
山
鹿
の
さ
く
ら
湯
と
・
・
・
改
め

て
さ
く
ら
湯
の
良
さ
を
感
じ
ま
す
。

さ
く
ら
湯
の
備
付
の
記
帳
に
は
、
日

本
国
内
の
温
泉
め
ぐ
り
を
し
て
き
ま
し

た
が
こ
の
さ
く
ら
湯
は
日
本
一
と
記
帳

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
山
鹿
市
も
合
併

し
魅
力
あ
る
観
光
市
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
が
、
山
鹿
市
の

シ
ン
ボ
ル
と
も
云
え
る
さ
く
ら
湯
の
シ

ャ
ワ
ー
や
他
の
器
具
の
故
障
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
脱
衣
場
や
浴
場
の
清
掃
は
、

このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意
・投稿は、郵送または持参でお
願いします。
・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）
〒861-0592 山鹿市役所秘書課
広報やまが「読者の広場」まで

さ
く
ら
湯
に
関
す
る
貴
重
な
ご
意
見

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
鹿
市
は
、
灯
籠
踊
り
や
八
千
代

座
・
装
飾
古
墳
館
な
ど
豊
富
な
歴
史

的
・
文
化
的
資
源
を
有
し
て
お
り
ま
す

が
、
中
で
も
温
泉
は
当
市
を
代
表
す
る

資
源
で
す
。
お
手
紙
の
「
さ
く
ら
湯
」

は
歴
史
的
に
も
市
民
は
も
と
よ
り
多
く

の
観
光
客
の
皆
様
に
も
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

さ
て
、
ご
意
見
の
さ
く
ら
湯
内
部
の

シ
ャ
ワ
ー
等
の
故
障
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
敏
速
な
修
理
を
心
が
け
て
お

り
ま
す
が
、
お
客
様
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
頻

繁
な
点
検
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
市
で
は
湯
の
町
山
鹿
の

歴
史
・
文
化
・
観
光
の
拠
点
と
し
て
、

さ
ら
に
湯
の
町
山
鹿
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
さ
く
ら
湯
の
再
生
へ
向
け
て
調
査
・

研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
、
さ
く
ら
湯
の
再
生
計
画
と
併

せ
な
が
ら
、
お
客
様
に
気
持
ち
よ
く
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
観
光
振
興
課
）

投
稿

担
当
の
方
々
が
十
分
細
や
か
に
気
を
配

り
や
っ
て
お
ら
れ
、
本
当
に
気
持
ち
よ

く
さ
く
ら
湯
を
味
わ
え
ま
す
。

又
温
泉
入
口
前
の
温
泉
塔
は
、
毎
日

担
当
の
方
が
一
時
間
位
か
け
て
赤
茶
の

湯
汚
を
取
る
た
め
磨
か
れ
て
お
り
寒
い

時
は
大
変
だ
ろ
う
と
思
っ
て
見
て
来
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
々
や
他

県
の
方
も
温
泉
水
を
汲
み
に
来
ら
れ
て

お
り
、
温
泉
塔
の
廻
り
の
工
事
も
も
う

少
し
昔
の
面
影
を
と
ど
め
な
が
ら
、
清

潔
感
の
あ
る
改
造
が
さ
れ
た
ら
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

合
併
後
間
も
な
い
こ
と
で
大
変
と
は

思
い
ま
す
が
、
何
時
ま
で
も
愛
さ
れ
る

さ
く
ら
湯
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

内田小学校は、本校・矢谷分校・山内分校からなる全
校児童104名の学校です。内田小学校の子どもたちは、月
の初め、地区ごとに校門に立って挨拶運動をしたり、下
校時に道路脇のゴミ拾いをする愛郷作業もやっています。
主な学校行事を紹介します。
６年生は、５月19～20日菊鹿地区の三小合同で、長崎
へ修学旅行に行きました。
いろいろな学習ができたことと、六郷小学校・城北小
学校の子どもたちと仲良くなれたことが大きな想い出と
なりました。

小学校・中学校の話題をお届け！内田小学校（菊鹿）

学学 問問訪訪校校みんな仲よし元気と笑顔の
内田っ子！

５年生は、６月19日地域の方の指導のもと無農薬農法
で有名な「アイガモ農法」によるもち米の田植えをしま
した。
ぬかる
んだ田植
えにふら
ふらしな
がら、慣
れない手
つきでし
たが、一
生懸命に
一苗一苗
植えていきました。
その後、「さなぼり」という田植え後の昼食会をお父さ
んやお母さんと一緒にしました。

このように、内田小学校の子どもたちは、地域の方々
から見守られて元気にすくすくと成長しています。

快適さ＋省エネ効果

暑い夏、家庭でもオフィスでも冷房に
頼りがち！地球温暖化が問題の今、着
ているもので省エネを実践してみませ
んか？
●冷房は室温28;を目安に
「28;では暑い！」と感じる人もい
るはず。いえいえ上着を脱いでネクタ
イを外すだけで体感温度が約２;下が
ると言われています。
もしオフィスの室温を26;から28;
にするだけで冷房の消費電力量の約

17％が省エネとなります。
●企業の軽装化奨励増加中
年々企業の中には軽装を奨励してい
るところが増えており、「軽装化＋冷
房の設定温度調整」で夏の省エネを進
めています。その結果、３年間で電力
やガスの消費量が20％減少したところ
があります。
これからますますノーネクタイ・半
袖ワイシャツ・カジュアルスタイルと
いう企業も増えていく見通しです。

夏のオフィスの軽装☆革命
●ノーネクタイは失礼？
そう感じている企業もあるでしょう
が、軽装を奨励する企業が半数以上の
現在、ノーネクタイは、「環境にやさし
い取り組みを実践している」というこ
とで外部からもプラスの評価を得てい
るのかもしれません。

一般のご家庭でも同じ事が言えます。
軽装化は、地球にもお財布にもやさし
い省エネの第一歩です。

夏の
省エネ

村
長
さ
ん
と

楽
し
く
歌
い
ま
せ
ん
か
？

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
Ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
　

（
御
宇
田
）

Ｒ
Ｋ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
こ
ち
ら
九
州
ラ
ジ

オ
村
」
で
お
な
じ
み
小
松
一
三
さ
ん
と

「
童
謡
を
歌
う
会
」
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
？
参
加
は
無
料
で
す
。

お
友
だ
ち
、
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん

を
誘
っ
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま

せ
ん
か
？

日
時u

毎
週
第
１
・
第
３
金
曜
日

午
前
10
時
半
〜
正
午
ま
で
　
　
　

場
所u

シ
ョ
ー
ル
ー
ム

Ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ホ
ー
ル

（
鹿
本
町
ベ
ス
ト
電
器
と
な
り
）

…
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
Ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

荒
木
　
1
46
‐
１
０
３
３

連
絡
先

投
稿
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88 月月
入札結果の報告（6月分）

工事名 工事場所 落札業者 落札額
6/2

6/2

平成17年度バイオマス利活用フロンティア整
備事業鹿本バイオマスセンター取付道路工事
宗方17号線歩道整備工事

山鹿市鹿本町高橋地内

山鹿市新町　　　地内

1波多野建設

2岩下産業

22,239,000

7,686,000

※落札価格500万円以上を掲載 …本庁総務課43ｰ1117

入札日

問合せ
現在、山鹿警察署管内におきましては、
○脇見などによる『追突事故』
○安全確認不充分による『交差点事故』

が多発しています。
自動車等運転する際は、前をよく見て安
全確認を十分に行いましょう。

★ 交通事故多発警報発令中 ★

８月２～５日

８月２・３日
８月４・５日
８月２～５日

おお
知知
らら
せせ

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納

期８
月
31
日
d
は
国
民
健
康
保
険
税
５

期
、
市
県
民
税
２
期
の
納
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

相相
　　
談談

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時u

８
月
10
日
D
・
24
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
本
庁
国
保
年
金
課

1
43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

日
時u

８
月
29
日
b
・
30
日
c

31
日
d

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
納
期

限
を
過
ぎ
る
と
年
利
一
四
・
六
％
の

延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

…
本
庁
税
務
課1

43
‐
１
１
４
４

社
会
保
険
出
張
相
談

夜
間
収
納
と
納
税
相
談
窓
口

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

８
月
11
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
本
庁
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

事
業
所
の
方
へ
訪
問
に
よ
る

求
人
受
理
事
業
の
ご
案
内

求
人
募
集
で
初
め
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
ご
利
用
に
な
る
事
業
所
に
つ
い

て
訪
問
に
よ
る
求
人
受
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

連
絡
先u

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
部
門
「
は
じ
め
て

の
求
人
募
集
」
係
へ

※
申
込
は
電
話
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
求

人
連
絡
票
）
で
お
受
け
し
ま
す
。

※
ご
連
絡
の
際
「
は
じ
め
て
の
求
人
募

集
」
と
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
1
24
‐

８
６
０
９
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
‐
８
６
２
２

消
費
生
活
相
談

問
合
せ

問
合
せ

要
援
護
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
在
宅

で
の
自
立
促
進
、
介
護
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
住
宅
改
造
助
成
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

対
象
者u

・
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
法
の
要
支
援

お
よ
び
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
程
度
と
認
め
ら

れ
る
方

・
65
歳
未
満
の
方
で
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
ま
た
は
２
級
を
所
持
す
る
方

・
65
歳
未
満
の
方
で
療
育
手
帳
「
Ａ
１
」

ま
た
は
「
Ａ
２
」
を
所
持
す
る
方

※
た
だ
し
生
計
中
心
者
の
所
得
税
年
額

が
14
万
円
以
下
の
世
帯

対
象
経
費u

玄

関
・
廊
下
・

居
室
・
浴

室
・
ト
イ

レ
・
洗
面

所
・
台
所
等

対
象
者
が
在
宅
で
利
用
す
る
部
分
の

改
造
に
係
る
経
費

申
込
期
日u

８
月
19
日
f
ま
で
に
各
支

所
へ
　

…
本
庁
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
２

山
鹿
総
合
支
所
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
０

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

問
合
せ

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

対
す
る
補
助
金

対
象u

市
内
設
置

※
以
下
は
補
助
対
象
外

下
水
道
認
可
区
域
内
・
農
業
集
落
排

水
事
業
採
択
区
域
内
・
賃
貸
人
の
承

諾
書
の
な
い
設
置
・
小
規
模
店
舗
付

き
住
宅
以
外
の
事
業
所
等

補
助
金u

・
５
人
槽
　
35
万
４
千
円

・
７
人
槽
　
41
万
１
千
円

・
10
人
槽
　
51
万
９
千
円

※
予
算
範
囲
内
で
の
交
付
と
な
り
ま
す

受
付u本

庁
環
境
課
（
浄
水
セ
ン
タ
ー
内
）

土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
８
時
半
〜

午
後
５
時

…
本
庁
環
境
課1

43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

生
ご
み
処
理
機
器
の
設
置
に

対
す
る
補
助
金

対
象
者u

市
内
に
住
居
を
有
す
る
方

※
原
則
、
山
鹿
市
鹿
本
町
内
は
除
く

補
助
対
象
機
器u

・
生
ご
み
処
理
容
器

（
１
世
帯
２
個
ま
で
）

・
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

（
１
世
帯
１
基
ま
で
）

補
助
金u

購
入
代
金
の
半
額
（
生
ご
み
処
理
容

器
上
限
２
千
円
・
電
動
式
生
ご
み
処

理
機
上
限
２
万
円
）

※
予
算
範
囲
内
で
の
交
付
と
な
り
ま
す

受
付u本

庁
環
境
課
（
浄
水
セ
ン
タ
ー
内
）

土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
８
時
半
〜

午
後
５
時…本

庁
環
境
課1

43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

水
質
検
査
補
助
金
お
よ
び
浄

水
器
設
置
補
助
金

【
水
質
検
査
に
対
す
る
補
助
】

対
象u

市
内
居
住
者
お
よ
び
市
内
小

規
模
水
道
組
合

補
助
対
象
検
査
項
目u

ヒ
素
・
フ
ッ
素
・
健
康
10
項
目

補
助
金u

１
検
査
に
つ
き
千
円

【
浄
水
器
設
置
に
対
す
る
補
助
】

対
象
者u

市
営
水
道
給
水
区
域
以
外

の
居
住
者
で
ヒ
素
・
硝
酸

態
窒
素
・
フ
ッ
素
が
水
質

基
準
を
超
過
し
て
い
る
場

合
の
設
置

対
象
器
具u

前
記
物
質
を
基
準
値
以

下
に
除
去
す
る
浄
水
器

補
助
金u

設
置
費
用
の
半
額
（
上
限
10
万
円
）

◎
受
付
（
８
月
１
日
b
か
ら
受
付
）

本
庁
環
境
課
（
浄
水
セ
ン
タ
ー
内
）

お
よ
び
鹿
北
・
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿
央

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
８
時
半
〜

午
後
５
時

※
予
算
範
囲
内
で
の
交
付
と
な
り
ま
す

…
本
庁
環
境
課1

43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

資
源
回
収
団
体
へ
の
奨
励
金

・
紙
類
…
古
新
聞
、
古
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
等

・
ビ
ン
、
ガ
ラ
ス
類

…
酒
、
醤
油
、
ビ
ー
ル
等

・
布
類
…
ぼ
ろ
き
れ
、
衣
類
等

奨
励
金
額u

登
録
申
請
時
に
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

受
付u本

庁
環
境
課
（
浄
水
セ
ン
タ
ー
内
）

土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
８
時
半
〜

午
後
５
時…本

庁
環
境
課1

43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

募募
　　
集集

市
営
墓
地
（
鹿
校
通
２
丁
目
１
１
９

６
）
の
返
還
区
画
に
つ
い
て
使
用
者
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
区
画u

q
Ｂ
区
画
（
６
g
）
６
区
画

w
Ｃ
区
画
（
４
g
）
３
区
画

対
象
者u

市
内
在
住
の
方

使
用
料u

q
Ｂ
区
画
　
15
万
円

w
Ｃ
区
画
　
10
万
円

管
理
料u

q
Ｂ
区
画
　
２
、
５
２
０
円

w
Ｃ
区
画
　
１
、
６
８
０
円

募
集
期
間u

８
月
１
日
b
〜
９
月
30
日
f

※
申
請
書
に
記
入
し
、
住
民
票
な
ど
の

必
要
書
類
を
添
え
て
、
本
庁
市
民
課

窓
口
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
お

よ
び
本
庁
環
境
課
（
浄
水
セ
ン
タ
ー

内
）
の
い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
土
日
祭
日
を
除
く
午
前
８
時

半
〜
午
後
５
時
ま
で
）

…
本
庁
環
境
課1

43
‐
７
２
１
１

市
営
墓
地
の
募
集

募
集
職
種
等u

q
一
般
事
務
　(

大
卒
・
４
名
程
度
）

S
53
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

w
建
築
　(

大
卒
・
１
名
程
度
）

S
53
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

e
一
般
事
務
　(

高
卒
・
２
名
程
度
）

S
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

r
看
護
師
　(

10
名
程
度
）

S
45
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

試
験
日u

９
月
18
日
A

試
験
会
場u

城
北
高
校

応
募
期
限u

８
月
12
日
F
ま
で

（
土
日
を
除
く
午
前
８
時
半
〜

午
後
５
時
）

＊
願
書
は
、
市
役
所
職
員
課
で
配
布
し

ま
す
。
持
参
ま
た
は
郵
送
（
12
日
消

印
有
効
）
に
よ
り
提
出
く
だ
さ
い
。

…
職
員
課

1
43
‐
１
１
１
３

平
成
17
年
度

山
鹿
市
職
員
採
用
試
験

申
込
・
問
合
せ

解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

山
鹿
市
立
博
物
館
で
、
館
内
の
解
説

を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
も
開
設
い
た
し
ま
す
。

山
鹿
の
歴
史
に
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

講
座
開
設u

８
月
中
旬
〜
９
月
中
旬
ま

で
３
回
の
予
定

応
募
締
切u

８
月
17
日
D

…
山
鹿
市
立
博
物
館

1
43
‐
１
１
４
５
　
　

申
込
・
問
合
せ

児
童
扶
養
手
当
・
母
子
家
庭

等
医
療
の
現
況
届
を
お
忘
れ

な
く通

知
書
を
確
認
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

届
出
が
な
い
と
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ

ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

…
本
庁
子
育
て
支
援
課
1
43
‐

１
５
１
４
各
総
合
支
所
（
山
鹿
）
1

43
‐
１
１
１
６
　
（
鹿
北
）
1
32
‐
３

１
１
１
　
（
菊
鹿
）
1
48
‐
３
１
１
１

（
鹿
本
）
1
46
‐
３
１
１
２
　
（
鹿
央
）

1
36
‐
３
１
１
４

受付時間　８月２日c・３日d・４日e 9：00～17：00
８月５日fのみ　9：00～19：00

山鹿地区の方
鹿北地区の方
菊鹿地区の方

鹿本地区の方

鹿央地区の方

山鹿総合支所
鹿北総合支所
菊鹿総合支所

鹿本総合支所

鹿央総合支所

１階会議室
市民福祉課
市民福祉課
２階委員会室
市民福祉課
市民福祉課

児童扶養手当・母子家庭等医療の現況届　受付日程表 問
合
せ

対
象
団
体u

資
源
回
収
団
体
と
し
て
市

に
申
請
し
、
登
録
証
を
有
す
る
団
体

※
団
体
登
録
申
請
書
の
提
出
は
原
則
と

し
て
９
月
末
ま
で
で
す
。

対
象
品
目u

・
鉄
類
…
鉄
く
ず
、
空
き
缶
等

問
合
せ

住
宅
改
造
助
成
事
業
希
望
者

受
付

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

８
月
25
日
e

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所u

鹿
本
町
親
和
荘
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当u

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局

山
鹿
支
局
職
員

…
熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局

1
44
‐
２
４
１
１

本
庁
人
権
啓
発
課

1
43
‐
１
１
９
９

問
合
せ
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鹿
本
商
工
パ
ソ
コ
ン
開
放
講
座

日時u８月10日d

式典：午前10時から
講演会：午前10時半から

場所u老人福祉センター慰霊塔前
…山鹿総合支所福祉課

1４３‐１１１６

★「平和を祈念する日」の行事 ★

問合せ

日時u８月６日g 8：15（広島に原爆が投下）
８月９日c 11：02（長崎に原爆が投下）
８月15日b 12：00（終戦記念日）

※職場や家庭で１分間の黙とうをささげましょう。

戦没者の慰霊と恒久平和への祈りを込めて
黙とうしましょう

ヤマメを放流し、各自準備した竿やえさで釣ってもらい
ます。表彰もあります。
日時u８月６日g 午前９時～正午まで
場所u岳間渓谷キャンプ場
参加料u子ども　500円　中学生　1,000円　

大人　　1,500円
※希望者の方には子どもの分の竿やえさをお貸しします。

…鹿北町商工会　1３２‐２０６８　

★ 岳間渓谷魚釣り大会 ★

問合せ

毎週月曜日が休館日ですが、８月15日bは灯籠まつり
開催中につき、休館日を18日Eに変更して営業します

…サイクリングターミナル　1４３‐１１３６

山鹿市サイクリングターミナル
★ ８月休館日変更のお知らせ ★

問合せ

k絵本作家ささめやゆき　絵本の原画展　
「かちかちやま」文長谷川摂子（岩波書店）
「いきてる」文中山千夏（自由国民社）
期間u８月12日f～21日aまで
天聴の蔵【旧吉田酒造跡地】（日吉町）
時間u10：00～17：00
＊お問い合せは大坪まで 1４３‐６３３７

kアトリエ・ハナノキ本田芙貴子
夏！きものの布の服展　
綿や麻など自然素材を活かした藍染や友禅染の夏服、

特に今回はアロハシャツに和の模様を取り入れた作品を
中心に約100点を展示
期日u８月８日bまで

k人形師　本田宗也　「創作・山鹿灯籠人形展」
日本現代工芸美術家協会本会員の本田氏が「少女灯籠

踊り」を題材に、素焼きの土人形に豊かな彩色を施した
新作の山鹿灯籠人形を展示
期日u８月10日d～22日bまで

珈琲庵・やまが門前美術館（九日町）
1４２‐８２００
時間u９：00～20：00（火曜定休）

k石崎裕久　創作かずら＆モビール展
桜の木を素材にかわいい一輪挿しやタペストリー、モ
ビールの作品など約50点展示　
期間u８月４日e～30日cまで

Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休）

k山鹿俳画展
服部秋彦先生ご指導による山鹿俳句会俳画展
日頃の句を並べます。
期間u８月１日b～15日bまで（最終日は15：00まで）

k多田隈亮典「森の物語」油彩展
赤い森、青い森そして化石の森、化石からの芽生（森

の再生）森の循環をテーマにして描いています。
期間u８月16日c～31日dまで（最終日は15：00まで）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k寺倉教室　ちぎり絵展　
期間u８月１日b～31日dまで

ろうきん山鹿支店ロビー（鹿校通）
＊お問い合せは一ノ瀬建志まで 1４４‐５６０９

8月
開催日 行　事　名 時間 料金

休館日 －10日d

k第16回企画展　森田貴博＆平井栄美二人展
「ｇａｉａ」～美しく楽し
詩聖ダンテの言葉をテーマに、イタリアの街並み、その
一隅一隅にあふれる美しく、楽しい風情を表現した作品40
点を展示
期間u８月２日Cまで

Moon Art Gallery
ム ー ン ア ー ト ギ ャ ラ リ ー

（下町） 1４４‐２００５
時間u10：00～17：00（水曜定休）

７日A

14日a

21日a

28日a

平井藤岡医院／佐藤クリニック／
幸村医院
大橋通クリニック／まえはら泌尿器科クリニック
桑木内科／中川医院
井上小児科医院／かもと整形外科医院

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時８
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

※八千代座より見学時間延長のお知らせ
８月15・16日「山鹿灯籠まつり」が開催されます。それに
伴い、2日間に限り八千代座の見学時間を午前零時まで延長
します。皆さまご利用ください。

八千代座（1４４‐４００４）

と
も
び
き
塾

日
時u

８
月
17
日
d

午
後
７
時
か
ら

場
所u

法
事
の
館
・
夢
想
庵
（
熊
入
町
）

テ
ー
マu

忠
臣
蔵
第
２
弾

「
討
ち
入
り
後
の
真
相
」

講
師u

堤
　
克
彦
氏
（
元
・
高
校
教
師
）

会
費u

５
百
円
（
お
預
か
り
し
、
葬
祭

支
援
費
に
し
ま
す
）

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

日
時u

８
月
13
日
G

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会
・

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

遺
族
の
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
会

日
時u

８
月
28
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

心
の
幸
せ
創
り
教
室

毎
月
、
会
員
と
な
る
た
め
の
説
明
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者u

・
セ
ン
タ
ー
の
目
的
や
趣
旨
に
賛
同
し

理
解
し
て
い
る
こ
と

・
山
鹿
市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

・
60
歳
以
上
（
原
則
）

・
健
康
で
働
く
意
思
と
能
力
を
有
す
る

こ
と

日
時u

８
月
24
日
d

９
月
28
日
d

10
月
26
日
d

午
前
10
時
か
ら
　

説
明
会
場u

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

…
山
鹿
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

1
44
‐
１
８
５
０

問
合
せ

な
ん
と
！
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ス
ペ
イ

ン
）
の
演
劇
が
山
鹿
で
上
演

こ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス
は
２
度
と
な
い

か
も
・
・
・

日
時u

８
月
18
日
e

午
後
７
時
開
演

場
所u

山
鹿
市
民
会
館

演
題u

ふ
た
つ
の
お
は
な
し
”
＠
Ｓ
“

団
体u

Ｙ
ｈ
ｅ
ｐ
ｐ
ａ
（
イ
エ
ッ
パ
）

入
場
料u

前
売
り
　
２
千
円

当
日
　
　
２
千
５
百
円

※
３
歳
以
上
有
料
と
な
り
ま
す

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

1
44
‐
６
３
７
５
　

問
合
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
申

込
説
明
会

催催
　　
しし

パ
ソ
コ
ン
入
門
編
で
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時u

９
月
７
日
d
〜
10
月
12
日
d

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時

〜
午
後
９
時

場
所u

鹿
本
商
工
高
等
学

校
電
子
計
算
室

対
象u

一
般
県
民

申
込
方
法u

官
製
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
明
記

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
締
切u

８
月
24
日
d

（
当
日
消
印
有
効
）

…
鹿
本
商
工
高
等
学
校

開
放
講
座
（
〒
861
‐
0304
山
鹿
市
鹿
本
町
御

宇
田
312
）
1
46
‐
３
１
９
１
（
内
線
324
）

申
込
・
問
合
せ

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

８
月
３
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

８
月
10
日
d

e
法
律
相
談u

８
月
17
日
d

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
・
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

心
配
ご
と
相
談

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

８
月
５
日
f

w
子
ど
も
生
活
相
談u

８
月
12
日
f

e
消
費
生
活
相
談u

８
月
19
日
f

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

８
月
２
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

８
月
９
日
c

e
心
の
悩
み
相
談u

８
月
16
日
c

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u
鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

８
月
３
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u
８
月
10
日
d

e
司
法
相
談u

８
月
17
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館1

48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

８
月
２
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

８
月
９
日
c

e
警
察
相
談u

８
月
16
日
c

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

絵
本
作
家
さ
さ
め
や
ゆ
き
さ
ん
と
一

緒
に
仮
面
を
つ
く
り
み
ん
な
で
「
灯
籠

ま
つ
り
」
に
く
り
だ
し
ま
す
。

日
時u

８
月
15
日
b

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所u

天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
跡
地
）

参
加
費u

親
子
１
組
　
千
５
百
円
　

…
風
吹
き
か
ら
す(

午
後
２
時
〜

午
後
５
時
半)

1
43
‐
０
８
７
４
　
大
坪

恵
理
子
1
090
‐
９
４
８
４
‐
３
６
１
７

問
合
せ

仮
面
行
列
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？



25 2005.8.1 広報やまが 広報やまが　2005.8.1 24

赤赤赤赤ちちちちゃゃゃゃんんんん とととと みみみみんんんんなななな のののの 健健健健康康康康情情情情報報報報
ご注意を

赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

問合せ

Vol.５

幸の国健康温泉館
「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

日時u８月１日B 山鹿・菊鹿
日時u ８日B 山鹿・鹿北
日時u 15日B 山鹿・鹿本
日時u 22日B 山鹿・鹿央
日時u 29日B 山鹿

いずれも、13：30～15：30まで受付
場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
場所u鹿　北→鹿北総合支所
場所u菊　鹿→菊鹿健康福祉センターひまわり館
場所u鹿　本→鹿本生涯学習・健康センターひだまりu

鹿　央→鹿央多目的研修センター

母子健康手帳交付
k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（17年３月21日～17年４月20日生）
日時u８月２日C 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（16年12月生）
日時u８月23日C 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（15年12月生）
日時と対象u
８月18日E 山鹿q（山鹿・大道校区）
８月30日C 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：30受付

＊３歳児健診（14年４月生）
日時と対象u
８月19日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
８月26日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：30受付

k鹿本生涯学習・健康センターひだまり
＊乳児健診（16年12月・17年４月生）
日時u８月９日C 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（15年12月・16年１月生）
日時u８月25日E 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿

乳幼児健診

日時u８月１日B 菊鹿
８日B 山鹿・鹿北
15日B 鹿本
22日B 山鹿・鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿・菊鹿・鹿本・鹿央→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター

育児相談

kＢＣＧ（生後３～６か月児未満）
日時u８月10日D 13：30～14：30受付
場所u鹿本生涯学習・健康センターひだまり

集団予防接種

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿 1４３‐００５０　鹿　北 1３２‐３１１１　菊　鹿 1４８‐３１１１　鹿　本 1４６‐３１１２
鹿　央 1３６‐３１１４

休日や夜間の救急患者のなかで、小児患者が占める割合
は極めて高い傾向にあります。しかし、そのほとんどは軽
症の患者で、自宅での療養や翌日昼間の受診で十分対応で
きるケースが多いといわれています。
この背景には、家庭の核家族化や少子化の進行によって

家庭や地域での子育て機能の低下があり、子どもの状態が
急変したときに身近に相談できる人がいないことが指摘さ
れています。
そこで、子どもの急な病気に対する不安の解消と地域の

小児救急医療体制の補強などを目的に、県下全域を対象に
夜間の小児救急相談などを受け付ける「熊本県小児救急電
話相談」を始めました。
k電話番号

＃８０００でつながります
※ただし、携帯電話やダイアル回線からの場合は、
０９０‐３６４‐９９９９におかけください

k受付時間

毎日　午後７時～11時まで
k相談内容

・子どもの急な病気への対応や処置についての助言
・受診可能な医療機関の情報提供　など
看護師（必要に応じて小児科医）が相談を受けます。

県内どこからでも、＃8000で相談できる！
「熊本県小児救急電話相談」開設

子育てを手助けしたい人、子育て中の人のための

育児サポーター養成講習会

「私の経験を活かして子育てを手伝いたい」と思う方を
対象にした講習会です。受講後は、ファミリー・サポー
ト・センターの協力会員として、子どもを一時預かったり、
幼稚園・保育園への送迎をするなど、子育てしながら働く
家族などを支援する活動ができます。
もちろん、現在子育て中の方にも参考になる内容です。

受講をお待ちしています。
日時u８月20日G・27日G・９月３日G・10日G

いずれも午後１時半～３時半
（27日のみ午後４時まで）

場所u鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
募集人員u30人程度
参加費u無料
申込締切u８月12日F

講習内容uq子どもの心身の発達と保育
w子どもの病気時の対応・緊急時の対策と
応急処置

e子どもの遊びと遊ばせ方
r子育て支援情報・事業説明

※託児ができます。ご利用ください
…やまがファミリー・サポート・センター
（山鹿健康福祉センター内・社会福祉協議会
山鹿支所）1４４‐８８００

申込・問合せ

星子　英信
えいしん

さん
（H16.7.16生れ）

山鹿（山鹿）

Qわたしからの一言
紗耶乃お姉ちゃん一緒に遊
んでくれてありがとう！これ
からも仲良し姉弟でいてね

Q両親からのメッセージ
イタズラ大好きなかなちゃ
ん！お姉ちゃんお兄ちゃんと
一緒に仲良く遊んでね！

最上　加奈子
か な こ

さん
（H16.6.4生れ）

来民（鹿本）
Q曾祖母からのメッセージ
何でも興味津々私の扇子
を広げたり閉じたりと上手
にできますよ

荒木　翔亘
と わ

さん
（H15.8.6生れ）

山鹿（山鹿）

本物の食欲とニセの食欲を区別する

痩せたいと考える人にとって間食は大敵です。間食は
ニセの食欲に惑わされている場合が大部分です。本

当は空腹ではないのに目の前にあったり、人がおいしそ
うに食べているのを見たりすると無意識に手が伸びてし
まう…。あなたも思い当たる事はないですか？

間食は絶対にダメというものではなく、無意識にダラ
ダラと食べるのに問題があります。間食をする際は、

ルールを決めるといいでしょう。

例えば、食べる場所を決めたりする。何か食べたくな
った時に、わざわざここに持ってきてまで食べたい

のか？と自問自答できるようになります。また、１日の
中で間食する時間を決めておくと間食の抑止力になり、
テレビを見ながら等の「ながら食い」は、やめられます。
また、間食したくなったら５分間だけ別の事をして気を

紛らわせてみるのも手段の一つです。５分経っても食べ
たいなら、食べてよしとしましょう。

そうすれば、ニセの食欲も失せ、余計なものを食べ
ずに済みます。

食べる事の代わりになる活動
・散歩に行く　　　　　・植物の世話をする
・音楽を聴く　　　　　・ドライブに行く
・読書する　　　　　　・車を洗う
・家の中を掃除する　　・歯を磨く
・写真を整理してアルバム作りをする
・休暇の計画を練る
・減量に成功した姿を想像する　　などなど
皆さんも試してみてはいかがでしょうか。
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◆およろこび◆
山　鹿

山　鹿 三森隆司さんQ池田恵美さん
高宮健一郎さんQ宮尾理恵さん
岩木　渉さんQ古川恵理華さん

三　玉 野田昭博さんQ大津　夕さん

鹿　北

広　見 古川　弘さんQ中村法子さん
古川　健さんQ塚本美由希さん

鹿　本

来　民　石川貴保Q芹川千穂さん

鹿　央

千　田 有働貴史さんQ荒木ひかるさん

◆うぶごえ◆
山　鹿

山　鹿 大坂瑠莉さん　松永　颯さん
中山雄真さん　梶山瑠偉さん
阿蘇品美咲さん　有富晴輝さん
�崎美空さん　小田凌大さん

三　岳 本多華音さん　池田杏鈴さん
米　田 野上陽介さん
八　幡 佐伯祐実さん　池田莉穏奈さん

青木俊介さん
三　玉 渕上豊稀さん　渕上和可奈さん
大　道 有働太喜さん　川添璃海さん

稗嶋千浩さん　佐藤由梨さん

鹿　北

岳　間 山浦悠太さん
岩　野 河内楓雅さん
広　見 藤本夏輝さん

菊　鹿

内　田 栗原　円さん　
六　郷　青木はなさん　青木　陸さん

原口陽加里さん
城　北 鈴木歌織さん　金光陽菜さん

鹿　本

来　民 松川怜雅さん　古川夏海さん
松田夏樹さん　内柴瑠華さん

鹿　央

山　内 有働綺芽さん

◆おくやみ◆
山　鹿

山　鹿 轟　麻子さん(72) 石田トシヨさん(99)
本多好�さん(89)

川　辺 池尻二人さん(82) 部良本ハツエさん(95)
八　幡 中原　剛さん(81) 緒方百太郎さん(89)

相田　宏さん(63)
三　岳 前田マサ子さん(75) �田ミツ子さん(100)
三　玉 中滿昭吉さん(67)
大　道 野滿智津子さん(72) 奥村カヲルさん(99)

本田ヨシ子さん(94)

鹿　北

岩　野 野中幸千代さん(64) 信國澄子さん(79)
広　見 中島高光さん(69)

菊　鹿

内　田　栗原真由美さん(25) 児玉ルコさん(103)
杉　サワさん(92) 藤田トナミさん(75)

六　郷 大塚シズコさん(83) 松田宗男さん(83)
城　北 川口幸男さん(69)

鹿　本

来　民 浦上允子さん(78) 内藤七郎さん(83)
稲　田 有尾カヅ子さん(87)

鹿　央

千　田 上田 子さん(73) �瀬訓士さん(84)
榊シズエさん(90)

米野岳 竹原カノエさん(88) 井出卓志さん(19)
井出良勝さん(65) 森山幸夫さん(80)
栗原要吉さん(93)

山　内 荒木キヌエさん(100)

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

６月

※６月中の届出受付分を掲載しています

◆市◇民◆文◇芸◆

【
山
　
鹿
】

山
鹿
川
柳
会

六
月
作
品

越
猪
百
笏
選

反
論
を
口
に
出
せ
な
い
足
の
裏

荻
　
タ
カ
シ

し
と
し
と
と
命
育
む
雨
の
う
た

小
松
喜
美
代

妻
の
春
せ
っ
せ
と
励
む
ダ
イ
エ
ッ
ト

相
川
　
柳
詩
　

山
鹿
短
歌
会

六
月
例
会

安
永
蕗
子
選
・
監
修

夕
鴉
ゆ
う
が
ら
すな
に
に
誘
わ
れ
入
り
ゆ
く
か
竹
山
な

だ
り
と
つ
と
つ
登
る
　
　
　
　
迎
田
　
栄
子

高
梢
た
か
う
れ
に
群
れ
ゐ
し
野
鳥
の
ど
り

飛
び
去
り
て
残
る

曇
天
こ
と
さ
ら
重
し
　
　
　
　
山
口
多
恵
子

皹ひ
び

割
れ
し
早
苗
田
今
朝
は
潤
い
て
杉
の
古

木
の
影
静
か
な
り
　
　
　
　
　
横
手
　
　
淑

鹿
狂
会
　
肥
後
狂
句

富
田
亀
水
選

茶
柱
爺
さ
ん
な
拝お
ご
う
で
呑
ま
す

松
井
　
爆
笑
　

日
中
外
交
面
子
面
子
で
行
き
詰
り宮

本
て
つ
哉

払
わ
ず
時
代
議
員
バ
ッ
ヂ
が
恥
か
く
ぞ

林
　
　
梅
林

あ
じ
さ
い
短
歌
会

七
月
例
会

中
満
重
明
選

街
角
に
若
者
集
ふ
異
空
間
わ
れ
も
紛
れ
て
そ

よ
ろ
と
佇た

て
り
　
　
　
　
　
　
鶴
田
　
美
昭
　

一
万
の
小ち

さ
き
提
燈
吊
す
ご
と
茱
萸
ぐ

み

は
赤
ら

む
友
の
み
墓
べ
　
　
　
　
　
　
山
口
　
信
博
　

蒸
し
暑
さ
か
き
消
す
ご
と
く
雨
降
り
て
涼
風

入
り
来
歌
ひ
と
つ
詠
む
　
　
　
野
口
　
暉
夫

山
鹿
俳
句
会

岩
岡
中
正
選

計
り
ご
と
二
転
三
転
梅
雨
入

つ

　

い

り
前小

南
や
ち
よ

虫
干
す
母
の
手
織
に
母
在
は
す

平
野
　
睦
子
　

ホ
ト
ト
ギ
ス
父
の
声
か
と
目
覚
め
け
り

有
働
　
博
子

【
鹿
　
北
】

鹿
北
短
歌
会

六
月
例
会

野
を
行
け
ば
音
に
な
ら
な
い
音
が
す
る
カ
ラ

ス
の
え
ん
ど
う
莢さ
や
が
爆は

ぜ
お
り

貞
熊
喜
美
子

草
刈
り
を
終
へ
て
田
の
畔
す
が
す
が
し
腕
に

痛
み
の
少
し
残
れ
ど
　
　
　
　
田
中
　
和
子

不
覚
に
も
膝
笑
ふ
ま
で
酔
ひ
し
夜
の
春
月
照

ら
す
ほ
の
じ
ろ
き
路
　
　
　
　
深
牧
　
五
雄

※
七
月
号
の
井
上
田
鶴
子
さ
ん
の
短
歌
は

「
悔
多
く
八
十
路
を
生
き
て
風
邪
に
伏
す
子

等
の
や
さ
し
き
看
取
り
受
け
つ
つ
」
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
広
聴
広
報
係
）

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

六
月
例
会

雨
ば
か
り
も
う
ふ
ん
ど
し
も
予
備
の
無
ァ

古
田
千
万
歩
　

雨
ば
か
り
声
ン
枯
れ
と
る
雨
蛙
　
　
　
　
　
　

西
牟
田
端
水

物
足
ら
ん
そ
っ
で
お
礼
の
つ
も
り
か
い

古
賀
　
楽
居

【
菊
　
鹿
】

菊
鹿
短
歌
会

六
月
作
品

種
子
た

ね

蒔
き
て
手
塩
に
か
け
し
野
菜
苗
言
葉
か

け
つ
つ
植
え
穴
を
掘
る
　
　
　
竹
元
　
文
代
　

倖
し
あ
わ
せを
分
か
つ
家
族
が
ゐ
る
か
ら
に
立
ち
寄

り
て
買
ふ
土
産
く
さ
ぐ
さ
　
　
坂
口
し
ず
み

豌
豆
え
ん
ど
う
の
走
り
も

が
ん
と
畑は
た
に
き
て
鋏
は
さ
み

握
る

手
躇た
め
らい
て
お
り
　
　
　
　
　

坂
本
サ
チ
子

銀
河
俳
句
会

植
田
に
も
豊
か
に
水
の
ゆ
き
渡
り村

上
　
綾
子

指
先
の
強
張
こ
わ
ば

る
暑
さ
鍬
の
音

酒
井
　
睦
美

雨
降
っ
て
畦
を
越
え
た
る
花
南
瓜

内
古
閑
ひ
と
み

わ
さ
び
会
　
肥
後
狂
句

一
人
旅
一
式
積
ん
で
踏
む
ペ
タ
ル高

木
　
畦
道

卒
業
し
て
媽か
か
の
お
抱
え
運
転
手

大
村
　
輪
子

卒
業
し
て
親
に
あ
げ
た
い
感
謝
状岡

山
　
お
筆

【
鹿
　
本
】

俳
句
教
室

六
月
例
会

互
選

大
阿
蘇
野
妻
と
遊
び
ぬ
夏
蕨わ

ら
び

渡
邊
　
　
久

豆
御
飯
手
慣
れ
し
塩
の
加
減
か
な斎

藤
え
い
子

明
易
あ
け
や
す
の
ま
ゝ
に
病
状
気
が
か
り
な小

原
　
洋
子

短
歌
教
室

ス
ー
パ
ー
の
ド
ア
に
待
た
せ
し
わ
が
犬
が
辺

り
か
ま
は
ず
飛
び
つ
い
て
く
る

大
友
　
清
子
　

清
流
の
浅
瀬
の
堰
を
飛
び
越
ゆ
る
若
鮎
の
群

れ
銀
鱗
光
る
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
洸
一

さ
わ
さ
わ
と
五
月
の
風
の
ひ
と
し
き
り
な
び

く
草
木
の
わ
れ
を
青
く
す
　
　
今
村
久
美
子

【
鹿
　
央
】

鹿
央
短
歌
会

六
月
作
品

茶
を
摘
む
に
野
イ
チ
ゴ
見
つ
け
手
に
取
れ
ば

昔
懐
か
し
甘
き
香か

の
す
る
　
　
江
藤
　
恭
子

椎
の
花
緑
の
中
に
盛
り
上
が
り
白
き
勢
い
山

に
映は

え
た
る
　
　
　
　

甲
山
　
妙
子

芝
ざ
く
ら
朝
日
に
映は

え
て
艶
や
か
に
庭
石
垣

に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
　
　
　
　
有
働
サ
ツ
キ

高
齢
者
肥
後
狂
句
ク
ラ
ブ

六
月
例
会

立
山
連
峰
選

汗
臭
さ
男
の
魅
力
感
じ
ま
す

寺
本
凡
久
良

汗
臭
さ
喜
寿
の
翁
は
野
良
仕
事

坂
田
　
土
常

汗
臭
さ
土
の
匂
い
も
ま
ざ
っ
と
る藤

壷
　
克
巳
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■人口と世帯

人口　　59,768（－17）
男　　28,244（－６）
女　　31,524（－11）
世帯数　20,730（＋８）
６月末現在（前月末比）

編
集
後
記

Q
夏
真
っ
盛
り
で
す
ね
。
祭
も
め
じ
ろ
お

し
！
広
報
担
当
者
と
し
て
は
「
今
日
は
こ

こ
」「
明
日
は
あ
そ
こ
」
と
日
々
飛
び
回
っ

て
の
取
材
と
な
る
で
し
ょ
う
。（
笑
）

Q
「
灯
籠
ま
つ
り
」
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

初
の
経
験
と
な
り
ま
す
。
全
国
的
に
有
名

な
祭
と
あ
っ
て
多
く
の
方
で
賑
わ
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
今
か
ら
ど
の
よ
う
な
方
々
に

出
会
え
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。（

英
）

Q
今
号
で
間
に
合
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
ち

ょ
う
ど
今
や
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す
！
一
つ
目
は
、
道
の
駅
か
ほ
く
に

あ
る
「
木
遊
館
」
で
す
。
８
月
７
日
ま
で

ア
ー
チ
状
の
七
夕
飾
り
が
お
目
見
え
。
木

の
短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て
く
れ
た
人
に

は
、
鹿
北
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

Q
二
つ
目
は
、
市
立
博
物
館
。
８
月
31
日

ま
で
「
不
思
議
と
お
も
し
ろ
昆
虫
展
２
」

が
開
催
中
で
す
。
日
本
で
は
ま
ず
見
ら
れ

な
い
珍
し
い
昆
虫
が
大
集
合
。
標
本
で
は

な
く
生
き
て
い
る
昆
虫
も
い
ま
す
。

夏
の
お
出
か
け
プ
ラ
ン
に
ぜ
ひ
！
　
（
孝
）

期　間：５月～11月までの第１・第３水曜日
午後３時半～午後５時
※夏休み期間中の８月を除く

場　所：山鹿小学校（グラウンド、体育館）
対　象：山鹿小学校の児童

（学童保育に通っている児童が中心）
種　目：ゲートボール・竹とんぼ・陸上・ソフ

トボール・その他ニュースポーツなど
参加料：無料

「スポーツをとおして健康で活気ある地域づく
り、人づくり」をテーマに、市民がつくる市民の
ためのスポーツクラブとして活動している「やま
が総合スポーツクラブ」。
今回、このスポーツクラブが山鹿小学校で放課

後の学童保育に参加する児童を対象に、新たな試
みを始めています。「キッズアクセルスポーツ！パ
ートナーシップ（ＫＡＰ）」というもので、次のこ
とを目的に同クラブのリーダーや種目別指導者が
簡単に楽しめる各種スポーツを教えています。

《キッズアクセルスポーツ！パートナーシップ》
が目指すもの

q子どもたちにいろいろなスポーツに触れても
らい、そのスポーツ感覚を加速します

w早い時期からスポーツに慣れ親しむことで
「生涯スポーツ」の大切さを知ってもらい、
クラブ入会への機会づくりにします

e地域への認知度を高め、クラブ活動への理解
と参画を促します

▲

▲

け
っ
こ
う
難
し
い
？
で
も
、
ワ
イ

ワ
イ
や
る
の
が
楽
し
い
よ
ね
！

キッズアクセルスポーツ！パートナーシップ

竹
と
ん
ぼ
飛
ば
し
に
挑
戦
。
う
ま
く
飛
ば

す
コ
ツ
を
教
わ
り
ま
す

▲
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
。
狙
っ
た
場
所
に
ボ
ー

ル
を
打
つ
練
習
で
す


